
米
民
主
争
い
、
第
２
戦
へ

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米
民
主
党
の
大
統
領
選
候
補
者
選
び
の
初
戦
、
中
西
部
ア

イ
オ
ワ
州
党
員
集
会
は
、
６
日
発
表
の
最
終
集
計
結
果
で
も
勝
者
が
確
定
し
な
か
っ

た
が
、
最
若
手
の
中
道
、
前
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
サ
ウ
ス
ベ
ン
ド
市
長
ブ
テ
ィ
ジ
ェ
ッ

ジ
氏
（
３
８
）
と
、
左
派
サ
ン
ダ
ー
ス
上
院
議
員
（
７
８
）
が
抜
け
出
し
た
。
０
・

１
ポ
イ
ン
ト
差
で
競
り
合
っ
た
こ
の
「
２
強
」
が
、１
１
日
の
第
２
戦
、東
部
ニ
ュ
ー

ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
予
備
選
で
も
軸
に
な
る
。

最
若
手
と
左
派
候
補
が
軸
に

含
む
邦
人
ら
１
９
８
人
が
搭

乗
し
た
日
本
政
府
の
チ
ャ
ー

タ
ー
機
第
４
便
は
７
日
、
中

国
・
武
漢
か
ら
羽
田
空
港
に

到
着
し
た
。

　

新
た
に
感
染
が
判
明
し
た

４
１
人
は
２
０
〜
８
０
代

で
、
う
ち
２
１
人
が
日
本
国

籍
。
内
訳
は
２
０
代
女
性

１
人
、
５
０
代
女
性
２
人
、

６
０
代
男
女
３
人
、
７
０
代

男
女
１
３
人
、
８
０
代
男
女

２
人
で
高
齢
者
が
目
立
つ
。

他
に
米
国
８
人
、
オ
ー
ス
ト

　
【
共
同
】
厚
生
労
働
省
は

７
日
、
ク
ル
ー
ズ
船
「
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
」

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
集

団
感
染
問
題
で
、
新
た
に
乗

客
４
１
人
の
感
染
を
確
認
し

た
と
発
表
し
た
。
有
症
者
ら

２
７
３
人
を
対
象
と
し
た
ウ

イ
ル
ス
検
査
の
結
果
、
感
染

者
は
計
６
１
人
と
な
っ
た
。

船
内
で
感
染
が
急
拡
大
し
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
厚

労
省
は
感
染
経
路
の
特
定
を

急
ぐ
。
６
歳
以
下
の
幼
児
を

集
団
感
染
計
６
１
人
へ
急
拡
大

ア
イ
オ
ワ
州
の
結
果
は
陣
営

の
勢
い
を
大
き
く
左
右
し
て

き
た
。
今
回
迅
速
に
結
果
を

発
表
で
き
ず
選
挙
の
正
当
性

に
疑
義
が
出
た
こ
と
で
、
初

戦
を
独
占
し
続
け
る
こ
と
へ

の
批
判
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米

上
院
の
弾
劾
裁
判
で
の
無
罪

評
決
か
ら
一
夜
明
け
た
６

日
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
演
説
し
、

弾
劾
裁
判
に
つ
い
て
「
地
獄

を
く
ぐ
り
抜
け
た
」
と
振
り

ラ
リ
ア
５
人
、カ
ナ
ダ
５
人
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
１
人
、
英
国

１
人
が
含
ま
れ
る
。
４
１
人

に
重
症
の
人
は
お
ら
ず
、
東

京
、
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
、

静
岡
の
医
療
機
関
に
搬
送
。

６
日
ま
で
に
搬
送
さ
れ
た
感

染
者
に
は
重
症
者
が
１
人
い

る
が
、
持
病
が
あ
り
感
染
と

の
関
係
は
不
明
と
い
う
。

　

加
藤
勝
信
厚
労
相
は
感
染

拡
大
を
受
け
「
閉
ざ
さ
れ
た

空
間
に
一
定
期
間
一
緒
に
い

た
中
で
、
接
触
が
繰
り
返
さ

れ
た
」
と
話
し
た
。
残
り
の

乗
客
乗
員
の
う
ち
高
齢
者
や

持
病
が
あ
る
人
、
感
染
し
た

新
型
肺
炎
、
高
齢
者
多
く

（１） ２０２０年第５４２４号  ２月 ８日 （土曜日）

各
地
で
こ
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一
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寒
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ト
ヨ
タ
、
ホ
ン
ダ
休
止
長
期
化

日
本
「
高
リ
ス
ク
国
」
扱
い
も

中
国
、
感
染
３
万
人
超

新
型
肺
炎
、
警
鐘
の
医
師
死
去

中
国
工
場
、
感
染
拡
大
で

感
染
確
認
国
か
ら
入
国
制
限

「
依
然
大
規
模
」
と
Ｗ
Ｈ
Ｏ

自
身
も
感
染
「
デ
マ
」
と
摘
発

ホ
ン
ダ
、
日
産
と
も
広
州
な

ど
そ
の
他
の
工
場
で
も
１
０

日
か
ら
の
再
開
は
ず
れ
込
む

可
能
性
が
あ
る
。

　

ホ
ン
ダ
の
倉
石
誠
司
副
社

長
は
７
日
、
東
京
都
内
で
の

記
者
会
見
で
、
生
産
再
開
に

つ
い
て
「
従
業
員
の
安
全
、

部
品
の
供
給
状
況
な
ど
を
確

認
し
て
１
７
日
の
週
に
は
再

開
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
、
ホ

ン
ダ
は
７
日
、
中
国
湖
北
省

武
漢
市
の
四
輪
車
工
場
の
生

産
再
開
が
１
７
日
以
降
に
な

る
と
の
見
通
し
を
明
ら
か
に

し
た
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
も
７

日
、
１
０
日
に
も
予
定
し
て

い
た
中
国
内
４
カ
所
の
工
場

の
操
業
再
開
を
１
７
日
以
降

に
再
延
期
す
る
こ
と
を
決
め

た
。

　

日
本
の
メ
ー
カ
ー
各
社
の

中
国
拠
点
で
は
生
産
停
止
が

長
期
化
し
て
お
り
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
部
品
の
供

給
・
調
達
網
）
の
寸
断
で
日

本
で
の
生
産
が
滞
る
恐
れ
も

高
ま
っ
て
い
る
。

　

中
国
政
府
は
感
染
が
集
中

し
て
い
る
武
漢
な
ど
を
除

き
、
１
０
日
か
ら
経
済
活
動

を
正
常
化
さ
せ
て
い
く
方

針
。
だ
が
、
物
流
が
動
く
か

や
、
春
節
で
帰
省
し
て
い
た

従
業
員
が
戻
れ
る
か
な
ど
、

不
安
要
素
も
多
い
。
操
業
を

再
開
で
き
て
も
、
フ
ル
生
産

に
復
帰
す
る
見
通
し
は
不
透

明
だ
。

　

日
産
自
動
車
は
武
漢
と
周

辺
の
工
場
の
操
業
再
開
を

１
４
日
以
降
と
し
て
い
る
。

人
と
長
時
間
近
く
で
過
ご
し

た
濃
厚
接
触
者
へ
の
追
加
検

査
を
実
施
す
る
方
針
。

　

厚
労
省
は
ク
ル
ー
ズ
船
で

陽
性
と
な
っ
た
人
と
他
の
国

内
感
染
者
を
分
け
て
考
え

る
方
針
を
示
し
た
。
感
染
の

発
端
が
日
本
上
陸
前
の
た
め

で
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
の
見
解
に
合
わ
せ
た
と

し
た
。
国
内
感
染
者
数
は
ク

ル
ー
ズ
船
を
除
け
ば
計
２
５

人
。

　

ク
ル
ー
ズ
船
に
つ
い
て

は
、
途
中
寄
港
し
た
香
港
で

下
船
し
た
香
港
人
男
性
の
感

染
が
確
認
さ
れ
た
。
厚
労
省

が
検
疫
を
続
け
て
お
り
、
乗

客
乗
員
約
３
７
０
０
人
が
船

内
待
機
。
厚
労
省
は
待
機
期

間
に
つ
い
て
当
初
の
１
４
日

間
か
ら
変
更
し
な
い
と
し
て

お
り
、
下
船
が
可
能
と
な
る

め
る
」
と
述
べ
た
。

　

日
立
製
作
所
や
ソ
ニ
ー
な

ど
、
７
日
現
在
で
は
武
漢
以

外
の
工
場
は
１
０
日
か
ら
再

開
す
る
方
針
を
変
え
て
い
な

い
企
業
も
多
い
。
だ
が
「
中

国
は
急
に
方
針
変
更
を
言
い

出
し
て
く
る
の
で
、
本
当
に

再
開
で
き
る
か
は
分
か
ら
な

い
」（
大
手
メ
ー
カ
ー
役
員
）

と
不
安
視
す
る
声
も
あ
る
。

　

ス
ズ
キ
の
長
尾
正
彦
取
締

役
常
務
役
員
は
７
日
の
記
者

会
見
で
、
山
東
省
な
ど
の

二
輪
車
工
場
に
つ
い
て
「
本

　

首
相
は
、
５
月
９
日
の
対

ド
イ
ツ
戦
勝
７
５
年
式
典
に

合
わ
せ
た
訪
ロ
を
検
討
し
て

い
る
。
ロ
シ
ア
が
北
方
四
島

の
う
ち
２
島
だ
け
を
引
き
渡

す
「
２
島
決
着
」
案
を
軸
に
、

プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
の
交
渉

に
臨
む
方
針
。
ロ
シ
ア
側
に

歩
み
寄
り
が
見
ら
れ
る
か
ど

う
か
が
焦
点
と
な
る
。

　

首
相
は
大
会
で
、
平
和
条

約
締
結
後
に
歯
舞
群
島
、
色

丹
島
を
引
き
渡
す
と
明
記
し

た
１
９
５
６
年
の
日
ソ
共
同

宣
言
を
基
礎
に
交
渉
を
進
め

首
相
、
北
方
領
土
返
還
大
会

対
ロ
交
渉
「
着
実
に
前
進
」

て
い
る
と
説
明
。
北
方
四
島

で
の
共
同
経
済
活
動
に
関
す

る
協
議
が
進
ん
で
い
る
と
強

調
し
「
日
ロ
双
方
の
法
的
立

場
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
事

業
化
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
む
」
と
述
べ
た
。

　

大
会
ア
ピ
ー
ル
は
昨
年
と

同
様
、
北
方
四
島
に
つ
い
て

「
不
法
占
拠
」
と
の
表
現
を

使
わ
な
か
っ
た
。
ロ
シ
ア
が

北
方
四
島
の
領
有
権
主
張
を

強
め
て
い
る
た
め
、
政
府
間

交
渉
に
影
響
を
与
え
な
い
よ

う
配
慮
し
た
と
み
ら
れ
る
。

「
わ
が
国
固
有
の
領
土
」「
返

還
実
現
を
目
指
す
」
と
の
表

現
は
踏
襲
し
た
。

　

北
方
領
土
の
日
は
、
北
方

四
島
を
日
本
の
領
土
と
確

認
し
た
日
露
通
好
条
約
が

１
８
５
５
年
２
月
７
日
に
締

結
さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
ん
で

政
府
が
定
め
た
。

　
【
北
京
共
同
】
中
国
政
府

は
７
日
、
肺
炎
を
引
き
起

こ
す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
者
が
中
国
本
土
で

３
万
１
１
６
１
人
に
、
死
者

が
６
３
６
人
に
な
っ
た
と
発

表
し
た
。
習
近
平
国
家
主
席

は
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
と
電

話
会
談
し
、
中
国
の
対
応
は

適
切
だ
と
主
張
し
た
。
た
だ

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

は
６
日
「
依
然
と
し
て
大
規

模
な
感
染
の
さ
な
か
に
あ
る
」

と
深
刻
な
認
識
を
表
明
し

た
。

　

中
国
本
土
で
は
６
日
、
新

た
な
感
染
者
が
３
１
４
３

人
確
認
さ
れ
、
死
者
も
７
３

人
増
え
た
。
湖
北
省
に
よ
る

と
、
特
に
状
況
が
深
刻
な
同

省
武
漢
市
で
こ
れ
ま
で
の
死

者
が
４
７
８
人
、
感
染
者
が

１
万
１
６
１
８
人
と
な
っ
た
。

　

習
氏
は
７
日
、
ト
ラ
ン
プ

氏
と
の
電
話
会
談
で
、
新
型

肺
炎
に
「
素
早
く
反
応
し
、

包
括
的
で
最
も
厳
格
な
予

防
・
制
圧
措
置
を
取
っ
た
」

と
し
、「
打
ち
勝
つ
自
信
と
能

ト
ラ
ン
プ
氏

ひ
た
す
ら
罵
倒

弾
劾
裁
判
「
地
獄
だ
っ
た
」

　
【
共
同
】「
北
方
領
土
の
日
」

の
７
日
、
政
府
や
関
係
団
体

の
主
催
に
よ
る
「
北
方
領
土

返
還
要
求
全
国
大
会
」
が
東

京
都
内
で
開
か
れ
た
。
安
倍

晋
三
首
相
は
領
土
問
題
を
含

め
た
ロ
シ
ア
と
の
平
和
条
約

締
結
交
渉
に
つ
い
て
「
双
方

が
受
け
入
れ
ら
れ
る
解
決
策

を
見
つ
け
る
た
め
の
共
同
作

業
を
進
め
、
交
渉
を
着
実
に

前
進
さ
せ
る
」
と
決
意
を
表

明
し
た
。
早
期
解
決
を
求
め

る
大
会
ア
ピ
ー
ル
も
採
択
し

た
。

さ
れ
て
き
た
特
権
的
地
位
が

揺
ら
ぐ
の
は
必
至
だ
。

　

民
主
党
州
支
部
が
不
正
確

な
部
分
を
含
め
た
ま
ま
最
終

集
計
を
確
定
さ
せ
る
の
か
、

党
全
国
委
員
会
が
求
め
る
再

点
検
を
受
け
入
れ
る
の
か
が

今
後
の
焦
点
。
再
点
検
に
は

時
間
が
か
か
る
可
能
性
が
あ

り
「
初
戦
」
の
意
味
は
色
あ

せ
そ
う
だ
。

　

ブ
テ
ィ
ジ
ェ
ッ
ジ
氏
は
ア

イ
オ
ワ
の
結
果
を
「
素
晴
ら

し
い
」と
喜
ん
だ
。サ
ン
ダ
ー

ス
氏
は
「
ア
イ
オ
ワ
は
も
う

十
分
だ
」
と
語
り
、
異
議
を

申
し
立
て
な
い
と
示
唆
。
両

氏
は
既
に
勝
利
宣
言
し
て
い

る
。

　

こ
れ
ま
で
の
大
統
領
選
で

　

６
日
時
点
の
同
州
の
平
均

支
持
率
で
は
、
サ
ン
ダ
ー

ス
氏
が
２
４
・
８
％
で
ト
ッ

プ
。
ア
イ
オ
ワ
の
勢
い
を
受

け
て
ブ
テ
ィ
ジ
ェ
ッ
ジ
氏
は

急
上
昇
し
２
０
・
０
％
と
激

し
く
追
い
上
げ
て
い
る
。
一

方
、
バ
イ
デ
ン
前
副
大
統
領

（
７
７
）
は
１
４
・
５
％
に
急

落
し
、
早
く
も
正
念
場
を
迎

え
た
。

　

ア
イ
オ
ワ
州
を
巡
っ
て

は
、
６
日
に
よ
う
や
く
最
終

結
果
の
発
表
に
こ
ぎ
着
け
た

が
、
不
正
確
な
部
分
が
含
ま

れ
て
い
る
と
さ
れ
、
米
主
要

メ
デ
ィ
ア
は
「
勝
者
が
確
定

で
き
な
い
」
と
報
じ
た
。
大

統
領
選
史
の
汚
点
に
な
り
か

ね
ず
、
皮
切
り
と
し
て
重
視

返
っ
た
。
弾
劾
訴
追
を
主
導

し
た
ペ
ロ
シ
下
院
議
長
（
野

党
民
主
党
）
ら
を
「
邪
悪
」

「
う
そ
つ
き
」「
ひ
ど
い
人
間
」

と
約
１
時
間
に
わ
た
り
罵

倒
。
反
省
や
国
民
へ
の
謝
罪

の
言
葉
は
一
切
な
か
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
１
面
で
無

罪
評
決
を
伝
え
る
米
紙
を
示

し
て
「
今
日
は
お
祝
い
だ
」

と
勝
利
宣
言
し
た
。
民
主
党

が
自
身
の
就
任
当
初
か
ら

「
魔
女
狩
り
」
を
続
け
て
き

た
と
批
判
。「
大
う
そ
」
を

意
味
す
る
口
汚
い
表
現
も

使
っ
て
ロ
シ
ア
疑
惑
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
疑
惑
に
つ
い
て
潔
白

を
主
張
し
た
。

　

上
院
多
数
派
の
与
党
共
和

党
ト
ッ
プ
と
し
て
弾
劾
裁
判

の
早
期
幕
引
き
を
主
導
し
た

マ
コ
ネ
ル
院
内
総
務
ら
同
党

の
上
下
両
院
議
員
を
「
偉
大

な
勇
士
」
と
称
賛
。
一
方
、

評
決
で
共
和
党
か
ら
唯
一
有

罪
票
を
投
じ
た
ロ
ム
ニ
ー
上

院
議
員
が
２
０
１
２
年
大
統

領
選
で
敗
北
し
た
の
を
念
頭

に
「
落
後
者
の
元
大
統
領
候

補
」
と
、
こ
き
お
ろ
し
た
。

　

演
説
に
先
立
ち
ト
ラ
ン
プ

氏
は
６
日
朝
、
信
仰
を
巡
る

超
党
派
の
会
合
に
ペ
ロ
シ
氏

ら
と
共
に
出
席
し
た
。
こ
こ

で
も
野
党
を
の
の
し
っ
た
上

で
、
ロ
ム
ニ
ー
氏
が
敬
虔
な

末
日
聖
徒
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
教
会
（
モ
ル
モ
ン
教
）
信

者
で
あ
る
の
を
念
頭
に
「
信

仰
を
盾
に
間
違
い
を
正
当
化

す
る
人
は
嫌
い
だ
」
と
非
難

し
た
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
ペ
ロ

シ
氏
が
以
前
「
大
統
領
の
た

め
に
祈
っ
て
い
る
」
と
発
言

し
た
の
を
踏
ま
え
「
祈
っ
て

な
ん
て
い
な
い
の
に
『
あ
な

た
の
た
め
に
祈
っ
て
い
る
』

の
は
１
９
日
以
降
に
な
る
。

　

第
４
便
に
は
日
本
人

１
１
９
人
の
ほ
か
、
家
族
の

中
国
人
７
７
人
、
台
湾
人
２

人
が
搭
乗
し
た
。
そ
の
う
ち

６
歳
以
下
が
５
１
人
。
羽
田

到
着
後
、医
療
機
関
に
移
り
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
見

通
し
。
中
国
は
こ
れ
ま
で
配

偶
者
ら
の
出
国
を
認
め
て
い

な
か
っ
た
が
、
日
本
政
府
は

人
道
的
配
慮
を
要
請
し
て
い

た
。

　

政
府
は
１
月
末
以
降
、

チ
ャ
ー
タ
ー
機
を
３
便
運
航

し
、
い
ず
れ
も
日
本
国
籍
の

計
５
６
５
人
が
帰
国
し
た
。

希
望
者
が
い
れ
ば
第
５
便
以

降
の
派
遣
も
検
討
す
る
。

　
【
マ
ニ
ラ
、
シ
ド
ニ
ー
共

同
】
新
型
肺
炎
の
拡
大
を
受

け
、
感
染
症
に
脆
弱
な
太
平

洋
の
島
し
ょ
国
で
は
日
本
を

含
む
感
染
確
認
国
か
ら
の
入

国
を
制
限
す
る
動
き
が
出
て

い
る
。
一
部
は
日
本
を
「
高

リ
ス
ク
国
」
と
し
て
扱
い
、

各
国
と
の
往
来
で
不
便
を
強

と
言
う
人
も
嫌
い
だ
」
と
言

い
放
っ
た
。
他
の
登
壇
者
は

対
立
を
乗
り
越
え
よ
う
と
訴

え
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に
は

響
か
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

当
に
１
０
日
に
再
開
で
き
る

か
中
国
の
状
況
を
見
極
め
た

い
」
と
話
し
た
。

　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の

影
響
で
は
、
日
本
や
イ
ン
ド

向
け
の
部
品
を
中
国
で
生

産
す
る
メ
ー
カ
ー
が
約
１
０

社
あ
る
と
し
て
「
代
替
生
産

の
検
討
に
入
っ
た
も
の
も
あ

り
、
生
産
に
影
響
が
出
な
い

よ
う
状
況
を
注
視
し
た
い
。

中
国
以
外
の
国
で
で
き
な
い

か
検
討
し
て
い
る
」
と
明
ら

か
に
し
た
。

　
【
北
京
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
う

中
国
で
、
原
因
不
明
の
肺
炎

に
早
期
に
気
付
き
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
声
を
上
げ
、
当

局
に
摘
発
さ
れ
た
湖
北
省
武

漢
市
の
眼
科
医
李
文
亮
さ
ん

（
３
３
）
が
７
日
午
前
３
時

（
日
本
時
間
同
４
時
）
ご
ろ
、

新
型
肺
炎
で
死
去
し
た
。
感

染
し
入
院
中
だ
っ
た
。
病
院

が
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ

Ｎ
Ｓ
）
で
明
ら
か
に
し
た
。

　

早
く
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

い
た
行
為
が
知
ら
れ
て
お
り
、

中
国
で
は
「
心
が
痛
む
」「
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
」
と
衝
撃

が
広
が
っ
た
。

い
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
そ

う
だ
。
英
国
は
日
本
な
ど
９

カ
国
・
地
域
か
ら
の
帰
国
者

に
注
意
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。

　

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
は
３

日
、
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た

全
て
の
国
・
地
域
か
ら
の
入

国
制
限
を
開
始
。
感
染
者
の

出
て
い
な
い
国
・
地
域
で
最

低
１
４
日
間
過
ご
さ
な
け
れ

ば
入
国
で
き
な
い
。
既
に
グ

ア
ム
で
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
行
き

航
空
機
の
搭
乗
を
拒
否
さ
れ

た
人
も
い
る
。
キ
リ
バ
ス
も

同
様
の
措
置
を
取
り
、
全
て

の
外
国
人
旅
行
者
に
検
温
を

義
務
付
け
た
。

　

日
本
外
務
省
に
よ
る
と
、

ツ
バ
ル
は
日
本
な
ど
を
「
高

リ
ス
ク
国
」
と
し
、
訪
れ
た

場
合
は
ツ
バ
ル
入
国
３
日
前

ま
で
の
健
康
診
断
を
求
め
て

い
る
。
サ
モ
ア
も
感
染
確
認

国
か
ら
の
旅
行
者
に
対
し
て

入
国
３
日
前
ま
で
の
健
康
診

断
を
要
請
。
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

で
は
到
着
時
に
健
康
診
断
を

受
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

サ
モ
ア
で
は
昨
年
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
伝

わ
っ
た
と
さ
れ
る
は
し
か
が

大
流
行
し
、
政
府
が
１
１
月

中
旬
に
非
常
事
態
を
宣
言
。

面
積
が
狭
い
島
し
ょ
国
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
者
が
出
れ
ば
死
活
問
題
に

な
り
か
ね
な
い
と
危
機
感
を

募
ら
せ
る
。

　

英
政
府
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
、
日
本
や
中
国
を
含
む
ア

ジ
ア
の
９
カ
国
・
地
域
か
ら

１
４
日
以
内
に
帰
国
し
た
人

に
注
意
喚
起
し
、「
症
状
が

あ
る
場
合
、
直
ち
に
屋
内
に

と
ど
ま
っ
て
他
人
と
の
接
触

を
避
け
て
ほ
し
い
」
と
求
め

た
。

　
【
共
同
】
日
本
列
島
は
７

日
午
前
、
強
い
寒
気
に
覆
わ

れ
各
地
で
厳
し
く
冷
え
込
ん

だ
。
気
象
庁
に
よ
る
と
、
東

京
都
心
部
で
氷
点
下
２
・
１

度
を
記
録
す
る
な
ど
、
全
国

９
２
４
観
測
点
の
う
ち
北
海

道
や
本
州
、
四
国
の
４
０
０

以
上
の
地
点
で
こ
の
冬
一
番
の

寒
さ
と
な
っ
た
。

　

夜
間
に
雲
が
少
な
く
熱
が

逃
げ
る
放
射
冷
却
の
影
響
で

気
温
が
下
が
っ
た
地
域
も
あ

り
、
最
低
気
温
が
０
度
未
満

の
冬
日
は
約
７
０
０
地
点
に

上
っ
た
。
都
内
で
は
厚
手
の

コ
ー
ト
や
マ
フ
ラ
ー
を
身
に

着
け
て
出
勤
す
る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

名
古
屋
市
は
氷
点
下
２
・

２
度
、大
阪
市
は
氷
点
下
０
・

１
度
ま
で
下
が
り
、
い
ず
れ

も
こ
の
冬
で
最
も
気
温
が
低

く
な
っ
た
。
北
海
道
陸
別
町

で
は
氷
点
下
２
７
・
４
度
を

記
録
。
徳
島
市
で
は
７
日
午

前
、
平
年
よ
り
５
９
日
遅
い

初
霜
を
観
測
し
た
。

　

李
さ
ん
を
含
む
一
部
の

武
漢
の
医
師
ら
は
、
昨
年

１
２
月
に
原
因
不
明
の
肺

炎
が
確
認
さ
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

「（
２
０
０
２
〜
０
３
年
に

流
行
し
た
）
重
症
急
性
呼
吸

器
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
が

発
生
し
た
」
な
ど
と
や
り
と

り
し
て
い
た
。

　

公
安
当
局
は
今
年
１
月
１

日
、「
デ
マ
を
流
し
た
」
と

し
て
８
人
を
摘
発
し
た
と
公

表
。
李
さ
ん
も
３
日
に
訓
戒

処
分
を
受
け
た
。
発
熱
し
、

そ
の
後
に
感
染
が
確
定
。
中

国
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
に
経
緯

を
明
か
し
て
い
た
。

　

情
報
を
抑
え
込
ん
だ
当

局
の
対
応
に
国
民
の
怒
り

は
強
い
。
武
漢
在
住
の
男
性

（
５
１
）
は
「（
李
さ
ん
は
）

最
も
早
く
真
相
を
口
に
し
て

い
た
。
当
時
、
早
期
に
防
疫

措
置
を
取
っ
て
い
れ
ば
感
染

は
狭
い
範
囲
で
済
ん
だ
は
ず

だ
」
と
当
局
を
批
判
し
た
。

　

死
去
が
２
月
６
日
深
夜
に

一
部
で
報
じ
ら
れ
、
世
界
保

健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
追
悼
を
表
明
。
そ
の

後
、
救
命
措
置
が
続
い
て
い

力
が
あ
る
」
と
主
張
し
た
。

中
国
外
務
省
が
発
表
し
た
。

　

中
国
へ
の
国
際
的
な
不
信

感
が
強
ま
る
こ
と
を
警
戒
し

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
に
よ
る
と
、
ト

ラ
ン
プ
氏
は
中
国
の
対
処
能

力
を
信
頼
し
て
い
る
と
表
明
。

緊
密
に
連
携
す
る
方
針
で
一

致
し
た
。

　

一
方
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
テ
ド
ロ
ス

事
務
局
長
は
、
感
染
源
に

加
え
感
染
力
や
致
死
率
も

正
確
に
把
握
で
き
て
お
ら

ず
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

い
と
指
摘
。「
ワ
ク
チ
ン
や

治
療
法
な
ど
の
対
処
手
段
が

な
い
」
と
し
て
、
専
門
家
が

１
１
、１
２
両
日
に
協
議
す

る
会
合
の
成
果
に
期
待
を
示

し
た
。

　

岡
庭
健
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
際

機
関
政
府
代
表
部
次
席
大
使

は
６
日
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
執
行
理
事

会
で
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
立
ち
上
げ

た
対
策
計
画
に
約
１
千
万
ド

ル
（
約
１
１
億
円
）
を
拠
出

す
る
と
表
明
し
た
。

る
と
病
院
側
が
明
ら
か
に
し

て
い
た
。

「北方領土返還要求全国大会」で黙とうする参加者（共同）



実
刑
判
決
２
８
０
年
超
に
減
刑
も

６
４
２
人
か
ら
７
１
６
人
へ

と
１
１
・
５
％
増
え
た
。
伸

び
幅
は
、
実
数
で
７
４
人

だ
。
そ
の
中
で
も
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ａ

が
殺
害
し
た
人
数
は
、
実
数

で
５
０
人
増
え
て
い
る
。

　

マ
リ
ア
ー
ノ
氏
は
、「
Ｒ

Ｏ
Ｔ
Ａ
だ
け
で
５
０
人
も

増
え
な
け
れ
ば
、
増
加
率

も
低
く
抑
え
ら
れ
た
だ
ろ

う
。
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ａ
は
軍
警
の
エ

リ
ー
ト
と
の
自
負
が
あ
り
、

１
９
８
０
年
代
に
リ
オ
州
の

警
部
が
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
使
っ
て
以
来
、
社
会
通
念

と
も
な
っ
た
『
良
い
犯
罪
者

と
は
死
ん
だ
犯
罪
者
』
と
い

う
考
え
方
に
影
響
さ
れ
や
す

い
。
ま
た
、
聖
州
や
伯
国
を

覆
っ
て
い
る
保
守
的
な
考
え

方
も
警
官
に
よ
る
殺
人
増
加

に
影
響
し
て
い
る
」
と
語
っ

た
。

　

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
聖
州

知
事
は
、「
犯
罪
に
は
厳
し

く
対
処
す
べ
し
。
追
跡
中
、

銃
撃
戦
の
最
中
に
殺
害
す
る

の
も
や
む
な
し
」の
方
針
だ
。

昨
年
９
月
に
は
、「
警
察
官

　

最
高
裁
で
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
の
報
告
官
を
務
め
る
エ
ジ
ソ
ン
・
フ
ァ
キ
ン
判

事
が
５
日
、
現
在
ま
で
に
、
２
８
２
年
の
実
刑
を
科
せ
ら
れ
て
い
る
セ
ル
ジ
オ
・
カ
ブ

ラ
ル
元
リ
オ
州
知
事
（
民
主
運
動・Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
の
報
奨
付
供
述
（
デ
ラ
ソ
ン・プ
レ
ミ
ア
ー

ダ
。
以
下
、
デ
ラ
ソ
ン
）
の
内
容
を
承
認
し
た
と
、
７
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

の
間
の
司
法
取
引
は
か
な
わ

な
か
っ
た
。

　

今
回
承
認
さ
れ
た
デ
ラ
ソ

ン
に
関
し
て
は
リ
オ
州
検
察

局
が
昨
年
か
ら
、「
カ
ブ
ラ

ル
氏
が
犯
罪
の
リ
ー
ダ
ー
」

で
あ
り
「
州
財
政
に
大
損
害

を
与
え
た
張
本
人
だ
」
と
し

て
、「
デ
ラ
ソ
ン
に
は
応
じ

る
べ
き
で
な
い
」
と
強
く
反

対
し
て
い
た
。
証
言
し
た
犯

罪
者
の
上
に
よ
り
大
物
が
い

て
、
そ
れ
を
告
発
す
る
証
拠

を
含
む
内
容
で
な
い
と
、
デ

ラ
ソ
ン
は
承
認
さ
れ
な
い
。

　

今
回
、
フ
ァ
キ
ン
判
事
が

デ
ラ
ソ
ン
を
承
認
し
た
こ
と

に
関
し
て
も
、
検
察
側
は
納

得
し
て
い
な
い
。
連
邦
検
察

庁
は
、「
供
述
内
容
に
他
の

供
述
者
が
何
度
も
話
し
た
こ

と
以
上
の
新
し
い
要
素
が
加

わ
っ
て
い
な
い
」
と
し
て
、

デ
ラ
ソ
ン
を
認
め
る
だ
け
の

内
容
が
な
い
と
疑
問
を
呈
し

て
い
る
。
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ア

ラ
ス
連
邦
検
察
庁
長
官
は
近

日
中
に
、
最
高
裁
に
対
し
て

見
直
し
を
求
め
る
訴
え
を
行

う
予
定
だ
と
い
う
。

　

了
承
さ
れ
た
供
述
内
容
は

　

６
日
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
行

わ
れ
た
、
サ
ッ
カ
ー
の
南
米

五
輪
予
選
の
４
チ
ー
ム
で
の

決
勝
リ
ー
グ
、
対
ウ
ル
グ
ア

イ
戦
で
伯
国
代
表
が
１
―
１

と
引
き
分
け
た
た
め
に
、
事

態
が
か
な
り
微
妙
な
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
９
日
に
最

終
戦
が
行
わ
れ
る
が
、
ブ

ま
だ
公
開
が
認
め
ら
れ
て
い

な
い
が
、
被
供
述
者
の
中
に

は
高
等
裁
判
事
や
当
局
者
、

政
治
家
な
ど
も
含
ま
れ
て
い

る
た
め
、
フ
ァ
キ
ン
判
事
が

承
認
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

カ
ブ
ラ
ル
氏
は
連
邦
警
察

に
対
し
、
在
任
中
に
不
正

に
受
け
取
っ
た
と
さ
れ
る

３
億
８
千
万
レ
ア
ル
分
の
公

金
の
損
害
を
補
償
す
べ
く
、

返
金
を
約
束
し
た
と
さ
れ
て

い
る
が
、
検
察
側
は
、
カ
ブ

ラ
ル
氏
の
資
産
は
既
に
大
半

が
取
り
押
さ
え
ら
れ
て
お

り
、
自
分
の
裁
量
で
動
か
せ

る
も
の
は
極
わ
ず
か
だ
と
い

う
。

　

検
察
側
は
「
新
し
い
要
素

が
な
い
」
と
言
う
が
、
カ
ブ

ラ
ル
氏
が
所
属
す
る
Ｍ
Ｄ
Ｂ

は
、
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作

戦
で
最
も
犯
罪
規
模
が
大
き

か
っ
た
政
党
で
も
あ
り
、
ど

彼
の
上
の
犯
罪
リ
ー
ダ
ー
は
誰
か
？

の
手
に
よ
る
殺
人
を
減
ら
す

こ
と
は
義
務
で
は
な
い
」
と

ま
で
発
言
し
た
。

　

た
だ
し
、
Ｅ
紙
が
聖
州
保

安
局
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、

「
州
と
し
て
は
、
警
察
官
が

安
易
に
殺
害
す
る
こ
と
を
減

ら
す
よ
う

に
努
力
し

て
い
る
。

昨
年
は

２
３
万
人

以
上
が
逮

捕
、
拘
留

さ
れ
た
。

７
１
６

人
は
そ
の

０
・
３
％

だ
」
と
返

答
し
た
。

　

オ
ン
ブ

ズ
マ
ン
が

公
開
し
た

デ
ー
タ
に

よ
る
と
、

Ｔ
Ａ
に
よ
る
犯
罪
者
の
殺
害

増
加
は
、
警
察
官
に
よ
る
殺

害
が
増
え
た
主
要
因
の
一
つ

だ
と
い
う
。

　

聖
州
警
察
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

は
、
警
察
へ
の
苦
情
を
受
け

付
け
、
行
動
を
監
視
す
る
役

割
も
持
つ
独
立
組
織
だ
。

　

１
８
年
か
ら
１
９
年
に
か

け
て
、
聖
州
軍
警
が
、
犯
罪

者
と
の
銃
撃
戦
の
末
、
ま

た
は
、
逃
走
犯
追
跡
中
な
ど

に
相
手
を
殺
し
た
人
数
は
、

　

聖
州
軍
警
第
１
大
隊
所
属

の
エ
リ
ー
ト
部
隊
、
ト
ビ
ア

ス
・
デ
・
ア
ギ
ア
ル
巡
回
機

動
隊
（
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ａ
）
と
抗
争

状
態
に
な
っ
て
殺
害
さ
れ
た

犯
罪
者
や
犯
罪
組
織
構
成

員
、
ま
た
は
犯
罪
容
疑
者
の

数
が
、
２
０
１
８
年
の
５
１

人
か
ら
１
０
１
人
へ
と
ほ
ぼ

倍
増
し
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
７
日
付
エ
ス
タ
ー
ド

（
Ｅ
）
紙
が
報
じ
た
。

　

２
０
１
９
年
の
デ
ー
タ
を

公
表
し
た
聖
州
警
察
オ
ン
ブ

ズ
マ
ン
の
ベ
ネ
ジ
ド
・
マ
リ

ア
ー
ノ
氏
に
よ
る
と
、
Ｒ
Ｏ

警
察
全
体
の
殺
人
増
も
た
ら
す

定
年
退
職
者
が
再
就
職
し
た
ら
？

ド
リ
ア
知
事
の
強
行
姿
勢
影
響
か
？

大
隊
別
で
最
も
殺
害
が
多
い

の
が
第
１
大
隊
で
、
そ
の
次

が
サ
ン
ト
ス
市
周
辺
を
担
当

す
る
第
２
大
隊
（
３
０
人
）、

３
位
が
聖
市
東
部
を
担
当
の

第
２
８
大
隊
（
２
２
人
）
だ
。

　

聖
州
人
権
保
護
審
議
会
の

犯
罪
を
自
供
し
た
り
、
リ
オ

州
知
事
時
代
の
犯
罪
に
関
与

し
た
人
物
の
名
を
あ
げ
る
こ

と
は
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
デ
ラ
ソ
ン
と
い
う

形
で
供
述
を
行
っ
た
の
は
今

回
が
は
じ
め
て
だ
。
デ
ラ
ソ

ン
を
行
う
と
、
捜
査
協
力
が

認
め
ら
れ
、
減
刑
処
分
が
行

な
わ
れ
る
の
が
常
だ
。

　

今
回
の
デ
ラ
ソ
ン
は
、

１
９
年
１
１
〜
１
２
月
に
連

邦
警
察
と
の
間
で
ま
と
ま
っ

た
も
の
で
、
今
年
の
初
頭
か

ら
最
高
裁
へ
の
働
き
か
け
が

行
わ
れ
た
と
見
ら
れ
て
い

る
。
カ
ブ
ラ
ル
氏
は
１
９
年

２
月
、
リ
オ
地
裁
で
の
公
判

で
、
マ
ル
セ
ロ
・
ブ
レ
ッ
タ

ス
判
事
に
対
し
、「
権
力
と

金
へ
の
執
着
は
中
毒
の
よ
う

だ
っ
た
」
と
語
り
、
初
め
て

犯
罪
を
認
め
た
が
、
検
察
と
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検
察
側
は
決
定
に
強
く
反
発

最 高 裁

ん
な
内
容
か
注
目
さ
れ
る
と

こ
ろ
だ
。

　

カ
ブ
ラ
ル
氏
は
先
週
行
わ

れ
た
リ
オ
地
裁
で
の
公
判
で

も
、
後
継
知
事
と
な
っ
た
ル

イ
ス
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ペ

ゾ
ン
氏
が
、
事
業
局
長
、
副

知
事
時
代
に
汚
職
計
画
に
関

与
し
て
い
た
と
供
述
し
て
話

題
を
呼
ん
で
い
た
。

ラ
ジ
リ
ア
時
間
の
２
０
時
に

行
わ
れ
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
対
ウ

ル
グ
ア
イ
戦
が
引
き
分
け
に

終
わ
る
と
、
伯
国
は
、
２
２

時
３
０
分
か
ら
の
対
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
戦
で
引
き
分
け
て
も

五
輪
行
き
が
決
定
す
る
。
だ

が
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
か
ウ
ル
グ

ア
イ
の
い
ず
れ
か
が
勝
利
す

る
と
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
戦
で

勝
利
し
な
け
れ
ば
脱
落
し
て

し
ま
う
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は

同
大
会
で
現
在
ま
で
無
敗
と

手
ご
わ
く
、
既
に
五
輪
行
き

を
決
め
て
い
る
。
伯
国
は
気

力
で
上
回
っ
て
進
出
を
決
め

た
い
と
こ
ろ
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

大
聖
市
圏
サ
ン
ベ
ル
ナ
ル

ド
・
ド
・
カ
ン
ポ
の
宝
石
商

親
子
殺
害
事
件
で
、
カ
リ
ー

ナ
・
ラ
モ
ス
容
疑
者
が
、
被

害
者
の
ゴ
ン
サ
ウ
ヴ
ェ
ス
さ

ん
一
家
へ
の
強
盗
計
画
は
５

カ
月
前
か
ら
準
備
が
は
じ
め

ら
れ
て
い
た
と
供
述
し
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
同
容
疑
者

に
よ
る
と
、
殺
害
を
実
行
し

た
ジ
ュ
リ
ア
ノ
・
ラ
モ
ス
・

ジ
ュ
ニ
オ
ル
容
疑
者
は
、
殺

害
さ
れ
た
フ
ラ
ヴ
ィ
ア
ー

ナ
さ
ん
を
昨
年
の
う
ち
か
ら

偵
察
し
て
い
た
と
い
う
。
カ

リ
ー
ナ
容
疑
者
は
「
強
盗
を

実
行
す
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
」
と
語
り
、
殺
害
関
与
も

否
定
し
つ
づ
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

９
日
夜
は
、
世
界
の
映
画

祭
の
最
高
峰
、
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
る
。

伯
国
と
し
て
の
注
目
は
、
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
部
門
で
ノ

ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
「
ブ
ラ
ジ

ル　

消
え
行
く
民
主
主
義
」

の
受
賞
が
な
る
か
だ
。
同
作

品
は
労
働
者
党
政
権
崩
壊
に

対
す
る
批
判
的
内
容
で
あ
る

た
め
、
国
内
の
世
論
が
二
分

さ
れ
た
状
態
だ
が
ど
う
な
る

か
。
式
は
グ
ロ
ー
ボ
局
と
Ｔ

Ｎ
Ｔ
局
で
生
中
継
さ
れ
る
。

　

ブ
ラ
ジ
リ
ア
連
邦
地
裁
は

６
日
、「
ヴ
ァ
ザ
・
ジ
ャ
ッ

ト
報
道
」
で
知
ら
れ
、
セ
ル

ジ
オ
・
モ
ロ
法
相
ら
の
携
帯

電
話
の
ハ
ッ
キ
ン
グ
に
協
力

し
た
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
、

米
国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

グ
レ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ル

ド
氏
へ
の
連
邦
検
察
庁
か
ら

の
起
訴
を
取
り
下
げ
た
。
７

日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
が
報
じ

て
い
る
。

　

同
地
裁
の
リ
カ
ル
ド
・
ア

ウ
グ
ス
ト
・
ソ
ア
レ
ス
・
レ

イ
テ
判
事
は
、
同
氏
に
関

し
て
は
、
昨
年
８
月
に
ジ
ウ

マ
ー
ル
・
メ
ン
デ
ス
最
高
裁

判
事
が
出
し
た
、「
ヴ
ァ
ザ
・

ジ
ャ
ッ
ト
報
道
に
関
し
て
グ

レ
ン
氏
を
捜
査
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
」
と
の
暫
定
令
が

存
在
す
る
た
め
、
起
訴
は
で

き
な
い
と
し
た
。

　

今
回
の
グ
レ
ン
氏
へ
の
起

訴
は
、
同
氏
が
ス
ノ
ー
デ
ン

報
道
な
ど
で
国
際
的
に
有
名

な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
世
界
的
に
報

じ
ら
れ
、「
報
道
の
自
由
を

侵
す
」
な
ど
、
否
定
的
な
報

道
も
な
さ
れ
て
い
た
。

　

た
だ
し
、レ
イ
テ
判
事
は
、

今
回
の
判
決
の
有
効
期
限
を

「
暫
定
令
の
有
効
期
限
が
切

れ
る
ま
で
」
と
し
、
そ
れ
が

切
れ
れ
ば
判
断
が
変
わ
る
可

能
性
も
あ
る
、
と
の
見
解
を

示
し
た
。

　

同
判
事
は
、
１
月
に
起
訴

状
を
提
出
し
た
検
察
庁
の

ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
・
オ
リ
ヴ
ェ

イ
ラ
検
察
官
の
「
ハ
ッ
カ
ー

と
の
会
話
で
、
グ
レ
ン
氏
が

携
帯
電
話
へ
の
侵
入
を
た
き

つ
け
た
」
と
す
る
見
解
に
対

し
、
同
意
で
き
る
要
素
が
あ

る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
メ

ン
デ
ス
判
事
の
暫
定
令
に
も

「
道
義
的
な
疑
問
が
あ
る
」

と
の
見
解
を
示
し
て
い
た
。

　

最
高
裁
が
６
日
、
現
行
法

で
は
、
定
年
退
職
者
が
再
就

職
し
た
場
合
に
、
そ
れ
ま
で

も
ら
っ
て
い
た
年
金
を
よ
り

有
利
な
条
件
の
年
金
と
取
り

替
え
る
事
は
認
め
ら
れ
な
い

と
の
判
断
を
下
し
た
と
６
、

７
日
付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が

報
じ
た
。

　

年
金
だ
け
で
は
暮
し
て
い

け
な
い
場
合
や
、
家
で
じ
っ

と
し
て
い
る
よ
り
働
き
た
い

と
考
え
た
場
合
な
ど
、
定
年

退
職
者
が
再
就
職
す
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
。

　

だ
が
、
既
に
年
金
を
も
ら

い
始
め
て
い
た
の
に
、
再
就

職
し
た
か
ら
年
金
は
要
ら
な

い
と
い
っ
て
受
給
を
断
り
、

再
度
退
職
す
る
時
ま
で
、
新

た
に
積
み
立
て
た
分
を
加
算

し
て
よ
り
条
件
の
良
い
年

金
を
受
け
取
る
可
能
性
は
、

２
０
１
６
年
１
０
月
の
最
高

裁
判
決
で
否
定
さ
れ
た
。
こ

れ
を
不
服
と
し
、
よ
り
明
確

な
方
針
を
示
す
よ
う
求
め
る

全
国
年
金
・
恩
給
生
活
者
協

会
が
、
判
決
の
見
直
し
を
求

め
た
の
が
６
日
の
裁
判
だ
。

　

年
金
の
見
直
し
は
、
定
年

退
職
し
た
年
金
受
給
者
が
再

就
職
し
た
場
合
や
継
続
勤
務

し
た
場
合
に
起
こ
り
得
る
。

　

定
年
退
職
し
て
年
金
を

受
け
取
っ
て
い
た
人
が
再

就
職
し
た
後
、
再
び
年
金

受
給
手
続
き
を
す
る
場
合

に
、
最
初
の
年
金
手
続
き
ま

で
の
就
労
年
数
や
給
与
は
計

算
に
入
れ
ず
、
再
就
職
後

の
就
労
年
数
と
給
与
（
一

般
的
に
最
初
の
計
算
時
の

給
与
よ
り
高
額
）
を
基
に

年
金
額
を
計
算
す
る
場
合

を
、
定
年
退
職
者
の
再
退
職

（reap
osen

tacao

）
と

呼
ぶ
。

　

他
方
、
再
就
職
に
よ
っ
て

積
立
期
間
が
延
び
た
分
を
最

初
の
年
金
受
給
ま
で
の
積

立
年
数
に
加
算
し
、
よ
り
有

利
な
条
件
で
年
金
を
受
け
取

ろ
う
と
す
る
例
は
、
退
職
取

消（desaposentacao

）

と
呼
ば
れ
る
。
こ
ち
ら
は
、

１
６
年
の
最
高
裁
審
理
で
、

計
算
を
し
直
す
た
め
の
明
確

な
基
準
を
定
め
た
法
律
が
必

要
と
判
断
さ
れ
、
実
質
的
に

否
定
さ
れ
た
。

　

今
回
の
審
理
で
は
定
年
退

職
者
の
再
退
職
が
問
題
と
さ

れ
、
い
っ
た
ん
年
金
を
受
け

取
り
始
め
た
ら
、
再
就
職
し

て
も
、
年
金
額
は
変
更
さ
れ

な
い
事
に
な
っ
た
。

　

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
２
０

歳
で
就
職
し
、
３
０
年
間
勤

め
れ
ば
、
５
０
歳
で
年
金
受

給
を
申
請
出
来
る
が
、
そ
の

ま
ま
さ
ら
に
１
５
年
間
働
く

と
、
最
後
の
１
５
年
間
の
給

与
を
基
に
年
金
額
を
算
定
し

て
も
ら
え
る
。
こ
の
場
合
の

年
金
額
は
、
最
初
の
３
０
年

間
だ
け
で
も
ら
え
る
年
金
額

を
上
回
る
計
算
に
な
る
。

　

最
高
裁
は
ま
た
、
定
年
退

職
者
の
再
退
職
や
退
職
取
消

で
よ
り
有
利
な
条
件
の
年
金

を
受
け
取
っ
て
い
た
人
は
、

差
額
分
を
払
い
戻
す
必
要
は

な
い
と
の
判
断
も
下
し
た
。

　

ロ
ン
ド
ニ
ア
州
教
育
局
は

６
日
、
州
内
公
立
校
の
図

書
館
か
ら
、「
青
少
年
に
は

不
適
切
な
内
容
」
と
し
て
、

４
３
作
品
を
撤
去
す
る
命
令

を
出
し
た
。
７
日
付
伯
字
各

紙
が
報
じ
た
。

　

州
が
「
不
適
切
に
つ
き
撤

去
す
べ
し
」
と
し
た
作
品
の

リ
ス
ト
に
は
、カ
イ
オ
・
フ
ェ

ル
ナ
ン
ド
・
ア
ブ
レ
ウ
、
カ

ル
ロ
ス
・
エ
イ
ト
ー
ル
・
コ

ニ
ー
、
エ
ウ
ク
リ
デ
ス
・
ダ
・

ク
ー
ニ
ャ
、
フ
ェ
レ
イ
ラ
・

グ
ラ
ー
、
ネ
ル
ソ
ン
・
ロ
ド

リ
ゲ
ス
、
ル
ベ
ン
・
フ
ォ
ン

セ
カ
、
マ
リ
オ
・
デ
・
ア
ン

ド
ラ
ー
デ
な
ど
の
伯
人
作
家

た
ち
の
作
品
や
、
ド
イ
ツ
人

の
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
の
作

品
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　

だ
が
そ
の
後
、
各
所
か
ら

の
検
閲
批
判
に
遭
い
、
州
政

府
は
命
令
を
取
り
下
げ
た
。

州
政
府
は
「
そ
ん
な
命
令
を

出
し
た
と
証
明
す
る
文
書
は

な
い
」、「
教
育
局
長
が
サ
イ

ン
し
な
か
っ
た
の
で
、
命
令

書
は
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
」

な
ど
と
、
批
判
を
か
わ
す
た

め
の
詭
弁
を
続
け
た
。

　

エ
ス
タ
ー
ド
（
Ｅ
）
紙
は
、

「
４
３
作
品
を
州
教
育
局
内

の
教
育
関
連
書
籍
セ
ン
タ
ー

に
提
出
す
べ
し
」
と
の
命
令

書
は
確
か
に
あ
っ
た
と
し
て

外国為替市況
中銀サイトより

2月7日午後 4時現在
米ドル相場

売　4.3162  R$
買　4.3155  R$

円相場
売　0.0393  R$
買　0.0393  R$

カブラルの報奨付供述を承認最高裁
　

２
０
１
６
年
１
１
月
に
逮

捕
さ
れ
、
服
役
中
の
カ
ブ
ラ

ル
被
告
は
、
既
に
１
３
度
の

有
罪
判
決
を
受
け
、
実
刑
期

間
は
累
計
で
約
２
８
０
年
に

膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。
そ
の

他
に
も
、
汚
職
関
連
で
３
１

件
、
そ
の
他
の
案
件
で
も
２

件
の
起
訴
状
が
提
出
さ
れ
て

い
る
。

　

カ
ブ
ラ
ル
被
告
は
こ
れ
ま

で
も
、
公
判
の
場
で
自
身
の

い
る
。
こ
の
文
書
は
教
育
局

長
ス
ア
ミ
ー
・
デ
・
ア
ブ
レ

ウ
氏
の
名
で
出
さ
れ
た
が
、

電
子
署
名
は
、
同
局
ナ
ン

バ
ー
３
の
イ
ラ
ニ
ー
・
モ
ラ

イ
ス
氏
の
も
の
だ
っ
た
。
ア

ブ
レ
ウ
局
長
や
イ
ラ
イ
ス
氏

は
Ｅ
紙
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

に
返
答
し
て
い
な
い
。

　

ロ
ン
ド
ニ
ア
州
の
コ
ロ
ネ

ル
・
マ
ル
コ
ス
・
ロ
ッ
シ
ャ

知
事
（
社
会
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ

Ｌ
）
は
、
ポ
ル
ト
・
ヴ
ェ
ー

リ
ョ
市
教
育
局
長
の
経
歴
も

持
つ
。

　

現
場
の
教
師
た
ち
は
上
か

ら
の
制
裁
の
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
報
道
陣
に
名
前
を
明

か
す
こ
と
を
拒
ん
だ
。
そ
の

教
師
た
ち
に
よ
る
と
、
も
う

撤
去
寸
前
で
、
提
出
す
る
た

め
に
箱
に
入
れ
ら
れ
て
い
た

本
も
あ
っ
た
と
い
う
。

検
察
庁
か
ら
の
起
訴
は
棄
却

メ
ン
デ
ス
判
事
の
暫
定
令
効
く

有
利
な
年
金
へ
の
変
更
は
認
め
ず

聖州治安問題

軍
警
第
１
大
隊
の
殺
人
が
倍
増

（２）２０２０年 第５４２４号 ２月 ８日 （土曜日）

グレン

〝
不
適
切
〞書
籍
の
撤
去
を
命
令

検
閲
批
判
に
実
行
は
さ
れ
ず

ロンドニア州

ジ
ミ
ト
リ
・
サ
レ
ス
会
長

は
、
軍
警
と
地
域
市
民
が
お

互
い
の
顔
を
知
っ
て
い
る
よ

う
な
、
心
の
通
っ
た
関
係
を

築
い
て
い
く
よ
う
に
心
が
け

れ
ば
、
警
察
官
に
よ
る
無
為

な
殺
害
は
減
ら
せ
る
は
ず
と

語
る
。

　

ま
た
、
予
備
役
軍
警
で
元

国
家
治
安
局
長
の
ジ
ョ
ゼ
・

ヴ
ィ
セ
ン
テ
・
ダ
・
シ
ウ
ヴ
ァ

氏
は
、「
犯
罪
者
を
手
に
か

け
る
の
は
、
本
当
に
止
む
を

得
な
い
時
に
限
ら
れ
る
べ

き
。
警
察
官
に
よ
る
殺
人
が

多
い
こ
と
は
心
配
」
と
し
た

が
、「
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ａ
は
い
つ
も
、

警
察
と
犯
罪
集
団
の
武
力
的

衝
突
が
最
も
発
生
し
や
す
い

と
こ
ろ
、
犯
罪
者
た
ち
が
武

装
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
派
遣

さ
れ
る
と
い
う
事
実
も
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
」
と
も
述
べ

た
。



　

１
０
月が

つ

２
２
日に

ち

、
即そ

く

位い

礼れ
い

正せ
い

殿で
ん

の
儀ぎ

が
開ひ

ら

か
れ
、
参さ

ん

列れ
つ

者し
ゃ

は
１
９
９
９
人に

ん

、
海か

い

外が
い

か
ら
も
１
９
１
カ
国こ

く

・
機き

関か
ん

の
元げ

ん

首し
ゅ

・
首し

ゅ

脳の
う

級き
ゅ
うが
参さ

ん

加か

し
た
。

　

国こ
く

王お
う

だ
け
で
も
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ウ
ィ
レ
ム
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー

国こ
く

王お
う

夫ふ

妻さ
い

、
ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
国こ

く

王お
う

夫ふ

妻さ
い

、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
・
カ
ー
ル
１
６
世せ

い

グ
ス
タ
フ
国こ

く

王お
う

、
ス
ペ
イ
ン
・
フ
ェ
リ

ペ
６
世せ

い

国こ
く

王お
う

夫ふ

妻さ
い

、
ブ
ー
タ
ン
・
ワ
ン
チ
ュ
ク
国こ

く

王お
う

夫ふ

妻さ
い

、
ブ

ル
ネ
イ
・
ボ
ル
キ
ア
国こ

く

王お
う

、
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ノ
ロ
ド
ム
・
シ
ハ

モ
ニ
国こ

く

王お
う

、
マ
レ
ー
シ
ア
・
ア
ブ
ド
ラ
第だ

い

１
６
代だ

い

国こ
く

王お
う

夫ふ

妻さ
い

、

ト
ン
ガ
・
ツ
ポ
ウ
６
世せ

い

国こ
く

王お
う

夫ふ

妻さ
い

が
参さ

ん

列れ
つ

。[

１]

　

国こ
く

際さ
い

的て
き

な
関か

ん

心し
ん

も
高た

か

く
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｎ
Ｎ
は
儀ぎ

式し
き

の

模も

様よ
う

を
中

ち
ゅ
う

継け
い

し
、
海か

い

外が
い

の
通つ

う

信し
ん

社し
ゃ

も
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
速そ

く

報ほ
う

を
発は

っ

し
た
。

お
よ
そ
、
一い

っ

国こ
く

内な
い

の
儀ぎ

式し
き

で
こ
れ
ほ
ど
多お

お

く
の
元げ

ん

首し
ゅ

・
首し

ゅ

脳の
う

級き
ゅ
うが
集あ

つ

ま
り
、
国こ

く

際さ
い

的て
き

に
も
関か

ん

心し
ん

を
集あ

つ

め
る
も
の
は
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　
こ
れ
も
戦せ

ん

後ご

日に

本ほ
ん

が
世せ

界か
い

各か
っ

国こ
く

と
友ゆ

う

好こ
う

関か
ん

係け
い

を
築き

ず

い
て
き

た
事こ

と

に
加く

わ

え
て
、
日に

本ほ
ん

の
天て

ん

皇の
う

が
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

で
唯ゆ

い

一い
つの
エ
ン
ペ

ラ
ー
（
皇こ

う

帝て
い

）
級き

ゅ
う、
す
な
わ
ち
キ
ン
グ
（
国こ

く

王お
う

）
よ
り
も
格か

く

式し
き

が
高た

か

い
と
位い

置ち

づ
け
ら
れ
て
い
る
事こ

と

も
一い

ち

因い
ん

だ
ろ
う
。
我わ

れ

々わ
れ

が
目ま

の
当あ

た
り
に
し
た
の
は
、
世せ

界か
い

一い
ち

古ふ
る

い
国く

に

の
、
世せ

界か
い

で
唯ゆ

い

一い
つの
エ
ン
ペ
ラ
ー
の
即そ

く

位い

式し
き

な
の
で
あ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
、
エ
ン
ペ
ラ
ー
と
は
ロ
ー
マ
帝て

い

国こ
く

や
中

ち
ゅ
う

華か

帝て
い

国こ
く

の

皇こ
う

帝て
い

と
い
う
「
権け

ん

力り
ょ
く

者し
ゃ

」
で
あ
り
、
そ
の
本ほ

ん

質し
つ

は
天て

ん

皇の
う

と
は

ま
る
で
違ち

が

う
。
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

が
高た

か

く
評

ひ
ょ
う

価か

し
て
く
れ
る
の
は
良よ

い

が
、
天て

ん

皇の
う

の
本ほ

ん

質し
つ

の
理り

解か
い

を
も
っ
と
広ひ

ろ

め
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
国こ

く

民み
ん

の
間あ

い
だで
の
理り

解か
い

を
深ふ

か

め
る
こ
と
が

必ひ
つ

要よ
う

だ
ろ
う
。

　
こ
の
即そ

く

位い

礼れ
い

に
欠け

っ

席せ
き

し
た
の
が
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

で
あ
る
。
欠け

っ

席せ
き

の
理り

由ゆ
う

を
次つ

ぎ

の
よ
う
に
「
し
ん
ぶ
ん
赤あ

か

旗は
た

電で
ん

子し

版ば
ん

」
で
明あ

き

ら
か
に

し
て
い
る
。

　
「
神し

ん

話わ

」
に
も
と
づ
い
て
つ
く
ら
れ
た
、
神か

み

に
よ
っ
て
天て

ん

皇の
う

の
地ち

位い

が
与あ

た

え
ら
れ
た
こ
と
を
示し

め

す
「
高た

か

御み

座く
ら

」
と
い
う
玉

ぎ
ょ
く

座ざ

か
ら
、
国こ

く

民み
ん

を
見み

下お

ろ
す
よ
う
に
し
て
「
お
こ
と
ば
」
を

即そ
く

位い

礼れ
い 

～

　
　

  
聖せ

い

な
る
責せ

き

務む

の
世せ

襲し
ゅ
う

2019 年
ねん

10 月
がつ

27 日
にち

版
ばん

の
べ
、「
国こ

く

民み
ん

の
代だ

い

表ひ
ょ
う」
で
あ
る
内な

い

閣か
く

総そ
う

理り

大だ
い

臣じ
ん

が
天て

ん

皇の
う

を
仰あ

お

ぎ
見み

る
よ
う
に
し
て
寿よ

詞ご
と

（
＝
臣し

ん

下か

が
天て

ん

皇の
う

に
奏そ

う

上じ
ょ
うす
る
祝

し
ゅ
く

賀が

の
言こ

と

葉ば

）
を
の
べ
、
万ば

ん

歳ざ
い

三さ
ん

唱し
ょ
うす
る
と
い
う
儀ぎ

式し
き

の
形け

い

態た
い

自じ

体た
い

が
、「
主し

ゅ

権け
ん

者し
ゃ

は
だ
れ
か
」
と
い
う
深し

ん

刻こ
く

な
疑ぎ

念ね
ん

を
呼よ

ぶ

も
の
で
す
。[

２]

　

さ
す
が
に
、
こ
ん
な
言い

い
分ぶ

ん

を
ま
と
も
に
受う

け
と
め
る
国こ

く

民み
ん

も
少す

く

な
い
だ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
論ろ

ん

理り

の
お
か
し
さ
を
明め

い

確か
く

に

指し

摘て
き

し
て
お
く
こ
と
が
、
天て

ん

皇の
う

の
本ほ

ん

質し
つ

に
つ
い
て
国こ

く

民み
ん

の
理り

解か
い

を
深ふ

か

め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
、
以い

下か

、
反は

ん

論ろ
ん

を
し
て
お
こ

う
。

　

ま
ず
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
主し

ゅ

張ち
ょ
うで
は
、
上う

え

に
立た

つ
者も

の

は
「
権け

ん

力り
ょ
く

者し
ゃ

」

だ
、
と
い
う
前ぜ

ん

提て
い

が
あ
る
。
確た

し

か
に
習

し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

や
金キ

ム

正ジ
ョ
ン

恩ウ
ン

が
軍ぐ

ん

事じ

パ
レ
ー
ド
を
見み

下お

ろ
す
姿す

が
たは「
権け

ん

力り
ょ
く

者し
ゃ

」そ
の
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
も
民み

ん

主し
ゅ

的て
き

に
選え

ら

ば
れ
た
わ
け
で
も
な
い
人に

ん

間げ
ん

が
国こ

く

民み
ん

を

見み

下お

ろ
す
の
だ
か
ら
、
日に

本ほ
ん

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

は
彼か

れ

ら
に
こ
そ
「『
主し

ゅ

権け
ん

者し
ゃ

は
だ
れ
か
』
と
い
う
深し

ん

刻こ
く

な
疑ぎ

念ね
ん

」
を
持も

つ
べ
き
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
国こ

く

民み
ん

が
見み

上あ

げ
る
人ひ

と

が
す
べ
て
「
権け

ん

力り
ょ
く

者し
ゃ

」
と

い
う
訳わ

け

で
も
な
い
。
た
と
え
ば
ロ
ー
マ
教

き
ょ
う

皇こ
う

は
サ
ン
ピ
エ
ト
ロ

広ひ
ろ

場ば

に
集あ

つ

ま
っ
た
群ぐ

ん

衆し
ゅ
うを
大だ

い

聖せ
い

堂ど
う

の
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
見み

下お

ろ

し
て
お
言こ

と

葉ば

を
述の

べ
る
が
、
教

き
ょ
う

皇こ
う

は
「
権け

ん

力り
ょ
く

者し
ゃ

」
で
は
な
い
。

「
権け

ん

威い

者し
ゃ

」
で
あ
る
。

　

同ど
う

様よ
う

に
、
天て

ん

皇の
う

は
「
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うで
あ
り
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

民み
ん

統と
う

合ご
う

の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
う」
と
し
て
の
権け

ん

威い

を
持も

た
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ

の
権け

ん

威い

者し
ゃ

に
対た

い

し
て
、
国こ

く

民み
ん

が
仰あ

お

ぎ
見み

る
こ
と
は
何な

ん

の
不ふ

思し

議ぎ

も
な
い
。
１
９
１
カ
国こ

く

・
機き

関か
ん

か
ら
参さ

ん

列れ
つ

し
た
外が

い

国こ
く

の
元げ

ん

首し
ゅ

・
首し

ゅ

脳の
う

も
、
天て

ん

皇の
う

の
「
権け

ん

力り
ょ
く」
に
屈く

つ

し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
友ゆ

う

好こ
う

国こ
く

・
日に

本ほ
ん

の
元げ

ん

首し
ゅ

と
し
て
、
そ
の
権け

ん

威い

を
仰あ

お

い
で
い

る
の
で
あ
る
。

　

西せ
い

洋よ
う

史し

に
お
い
て
は
天て

ん

皇の
う

を
例た

と

え
る
と
し
た
ら
、
権け

ん

力り
ょ
く

者し
ゃ

で
あ
る
エ
ン
ペ
ラ
ー
よ
り
も
、
権け

ん

威い

者し
ゃ

で
あ
る
教

き
ょ
う

皇こ
う

の
方ほ

う

が
は

る
か
に
近ち

か

い
存そ

ん

在ざ
い

な
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主し

ゅ

義ぎ

の
唯ゆ

い

物ぶ
つ

論ろ
ん

で

は
、
人に

ん

間げ
ん

が
権け

ん

威い

を
仰あ

お

ぎ
見み

る
、
と
い
う
精せ

い

神し
ん

性せ
い

を
理り

解か
い

で

き
な
い
の
で
、
仰あ

お

ぎ
見み

る
の
は
す
べ
て
「
権け

ん

力り
ょ
く

者し
ゃ

」
で
あ
る
、

と
い
う
単た

ん

純じ
ゅ
んな
錯さ

く

誤ご

に
陥お

ち
いる
の
だ
ろ
う
。

　

天て
ん

皇の
う

陛へ
い

下か

は
、
即そ

く

位い

礼れ
い

正せ
い

殿で
ん

の
儀ぎ

で
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
述の

べ

ら
れ
た
。

　

上
じ
ょ
う

皇こ
う

陛へ
い

下か

が
三さ

ん

十じ
ゅ
う

年ね
ん

以い

上じ
ょ
うに
わ
た
る
御ご

在ざ
い

位い

の
間あ

い
だ、
常つ

ね

に
国こ

く

民み
ん

の
幸し

あ
わ
せ
と
世せ

界か
い

の
平へ

い

和わ

を
願ね

が

わ
れ
、
い
か
な
る
時と

き

も

国こ
く

民み
ん

と
苦く

楽ら
く

を
共と

も

に
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
御み

心こ
こ
ろを
御ご

自じ

身し
ん

の

お
姿す

が
たで
お
示し

め

し
に
な
っ
て
き
た
こ
と
に
、
改あ

ら
ため
て
深ふ

か

く
思お

も

い
を

致い
た

し
、
こ
こ
に
、
国こ

く

民み
ん

の
幸し

あ
わせ
と
世せ

界か
い

の
平へ

い

和わ

を
常つ

ね

に
願ね

が

い
、

国こ
く

民み
ん

に
寄よ

り
添そ

い
な
が
ら
、
憲け

ん

法ぽ
う

に
の
っ
と
り
、
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

及お
よ

び

日に
っ

本ぽ
ん

国こ
く

民み
ん

統と
う

合ご
う

の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うと
し
て
の
つ
と
め
を
果は

た
す
こ
と
を

誓ち
か

い
ま
す
。[

３]

　

上
じ
ょ
う

皇こ
う

陛へ
い

下か

に
つ
い
て
「
常つ

ね

に
国こ

く

民み
ん

の
幸し

あ
わせ
と
世せ

界か
い

の
平へ

い

和わ

を

願ね
が

わ
れ
、
い
か
な
る
時と

き

も
国こ

く

民み
ん

と
苦く

楽ら
く

を
共と

も

に
さ
れ
」
と
述の

べ

ら
れ
、御お

ん

自み
ず
から
も
「
国こ

く

民み
ん

の
幸し

あ
わせ
と
世せ

界か
い

の
平へ

い

和わ

を
常つ

ね

に
願ね

が

い
、

国こ
く

民み
ん

に
寄よ

り
添そ

い
な
が
ら
」
と
繰く

り
返か

え

さ
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
「
国こ

く

民み
ん

の
幸し

あ
わ
せ
と
世せ

界か
い

の
平へ

い

和わ

」
を
願ね

が

わ
れ
る

こ
と
、
そ
し
て
「
国こ

く

民み
ん

と
苦く

楽ら
く

を
共と

も

に
／
国こ

く

民み
ん

に
寄よ

り
添そ

い
」

が
天て

ん

皇の
う

の
御ご

使し

命め
い

で
あ
る
事こ

と

を
述の

べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
権け

ん

力り
ょ
く

者し
ゃ

の
言こ

と

葉ば

で
は
な
い
事こ

と

は
、
正せ

い

常じ
ょ
うな
国こ

く

語ご

能の
う

力り
ょ
くを
持も

つ
人ひ

と

な
ら
明め

い

白は
く

で
あ
る
。

　

外が
い

国こ
く

人じ
ん

に
対た

い

し
て
も
、
天て

ん

皇の
う

と
は
ど
の
よ
う
な
存そ

ん

在ざ
い

か
と

説せ
つ

明め
い

す
る
際さ

い

に
、「
国こ

く

民み
ん

の
幸し

あ
わせ
と
世せ

界か
い

の
平へ

い

和わ

を
常つ

ね

に
願ね

が

い
、

国こ
く

民み
ん

に
寄よ

り
添そ

う
存そ

ん

在ざ
い

で
あ
る
」
と
答こ

た

え
れ
ば
、
簡か

ん

明め
い

至し

極ご
く

で
あ
る
。
そ
れ
は
我わ

れ

々わ
れ

の
勝か

っ

手て

な
解か

い

釈し
ゃ
くで
は
な
い
。
天て

ん

皇の
う

ご
自じ

身し
ん

が
即そ

く

位い

の
式し

き

で
、
国こ

く

民み
ん

及お
よ

び
全ぜ

ん

世せ

界か
い

に
対た

い

し
て
誓ち

か

わ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。

　

今こ
ん

回か
い

の
ご
即そ

く

位い

の
発ほ

っ

端た
ん

と
な
っ
た
の
は
、
平へ

い

成せ
い

２
８

（
２
０
１
６
）
年ね

ん

８
月が

つ

８
日か

に
、
上

じ
ょ
う

皇こ
う

陛へ
い

下か

が
直

ち
ょ
く

接せ
つ

「
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
し
て
お
伝つ

た

え
し
た
「
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うと
し
て
の
お
務つ

と

め
に
つ
い
て
の
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

の
お
こ
と
ば
」
だ
っ
た
。
そ
の
中な

か

に

次つ
ぎ

の
一い

っ

節せ
つ

が
あ
る
。

　
私わ

た
し
は
こ
れ
ま
で
天て

ん

皇の
う

の
務つ

と

め
と
し
て
、
何な

に

よ
り
も
ま
ず
国こ

く

民み
ん

の
安あ

ん

寧ね
い

と
幸し

あ
わせ
を
祈い

の

る
こ
と
を
大た

い

切せ
つ

に
考か

ん
が
え
て
来き

ま
し
た

が
、
同ど

う

時じ

に
事こ

と

に
あ
た
っ
て
は
、
時と

き

と
し
て
人ひ

と

々び
と

の
傍か

た
わら
に
立た

ち
、
そ
の
声こ

え

に
耳み

み

を
傾か

た
む
け
、
思お

も

い
に
寄よ

り
添そ

う
こ
と
も
大た

い

切せ
つ

な
こ
と
と
考か

ん
がえ
て
来き

ま
し
た
。[

３
， ｐ
１
３]

　
「
国こ

く

民み
ん

の
安あ

ん

寧ね
い

と
幸し

あ
わせ
を
祈い

の

る
」「
人ひ

と

々び
と

の
傍か

た
わ
ら
に
立た

ち・・・」

と
、
今き

ん

上じ
ょ
う

陛へ
い

下か

が
即そ

く

位い

に
あ
た
っ
て
述の

べ
ら
れ
た
お
言こ

と

葉ば

の

原げ
ん

型け
い

が
こ
こ
に
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
「
天て

ん

皇の
う

の
務つ

と

め
」
と

明め
い

言げ
ん

さ
れ
て
い
る
。

　

近き
ん

代だ
い

・
近き

ん

世せ
い

の
天て

ん

皇の
う

方ほ
う

の
詔

し
ょ
う

勅ち
ょ
くを
平へ

い

明め
い

に
解か

い

説せ
つ

し
た
好こ

う

著ち
ょ

『
時じ

代だ
い

を
動う

ご

か
し
た
天て

ん

皇の
う

の
言こ

と

葉ば

』[

３]

で
は
、
こ
の
お
言こ

と

葉ば

に
対た

い

し
て
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
述の

べ
て
い
る
。

　
そ
の
陛へ

い

下か

が
第だ

い

一い
ちに
お
心こ

こ
ろに
懸か

け
て
こ
ら
れ
た
の
が
「
何な

に

よ

り
も
ま
ず
国こ

く

民み
ん

の
安あ

ん

寧ね
い

と
幸し

あ
わせ
を
祈い

の

る
こ
と
」
で
し
た
。
わ

れ
わ
れ
は
、
祈い

の

り
こ
そ
が
天て

ん

皇の
う

の
最も

っ
と
も
大た

い

切せ
つ

な
お
務つ

と

め
で
あ

る
と
知し

っ
て
い
て
も
、
天て

ん

皇の
う

の
生な

ま

の
声こ

え

を
通と

お

し
て
直

ち
ょ
く

接せ
つ

こ
の

よ
う
な
お
話は

な
しを
伺う

か
が
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。[

３
， ｐ

１
６]

　
「
民た

み

安や
す

か
れ
」
の
祈い

の

り
こ
そ
天て

ん

皇の
う

の
務つ

と

め
で
あ
る
と
、「
天て

ん

皇の
う

の
生な

ま

の
声こ

え

を
通と

お

し
て
」
直

ち
ょ
く

接せ
つ

拝は
い

聴ち
ょ
うし
た
の
は
、
歴れ

き

史し

上じ
ょ
う

初は
じ

め
て
の
事こ

と

で
あ
っ
た
。

　
こ
う
述の

べ
た
後あ

と

で
、
上

じ
ょ
う

皇こ
う

陛へ
い

下か

は
、
ご
高こ

う

齢れ
い

に
故ゆ

え

に
こ
の
務つ

と

め
を
続つ

づ

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
懸け

念ね
ん

を
示し

め

さ
れ
る
。

　
既す

で

に
八は

ち

十じ
ゅ
うを
越こ

え
、
幸さ

い
わい
に
健け

ん

康こ
う

で
あ
る
と
は
申も

う

せ
、
次し

第だ
い

に
進す

す

む
身か

ら
だ体
の
衰お

と
ろ
え
を
考こ

う

慮り
ょ

す
る
時と

き

、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
、
全ぜ

ん

身し
ん

全ぜ
ん

霊れ
い

を
も
っ
て
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うの
務つ

と

め
を
果は

た
し
て
い
く
こ
と

が
、
難む

ず
か
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
案あ

ん

じ
て
い
ま
す
。[

３
， 

ｐ
１
３]

　
こ
の
点て

ん

に
関か

ん

し
て
、
上

じ
ょ
う

記き

の
『
時じ

代だ
い

を
動う

ご

か
し
た
天て

ん

皇の
う

の
言こ

と

葉ば

』
で
は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
述の

べ
て
い
る
。

　
テ
レ
ビ
を
通と

お

し
て
、
陛へ

い

下か

か
ら
直ち

ょ
くに
こ
の
「
全ぜ

ん

身し
ん

全ぜ
ん

霊れ
い

を

も
っ
て
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うの
務つ

と

め
を
」
果は

た
し
て
き
た
と
い
う
お
言こ

と

葉ば

を
聴き

い
た
と
き
の
驚お

ど
ろき
、
有あ

り
難が

た

い
と
い
う
思お

も

い
を
感か

ん

じ
ら
れ
た
方か

た

も
多お

お

い
と
思お

も

い
ま
す
。[

３
， ｐ
１
７]

　
「
民た

み

安や
す

か
れ
」
の
祈い

の

り
は
、
ま
さ
に
「
全ぜ

ん

身し
ん

全ぜ
ん

霊れ
い

を
も
っ
て
」

行お
こ
なわ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
御お

ん

年と
し

８
０
歳さ

い

を
超こ

え
て

御お

身か
ら
だ体
の
衰お

と
ろ
え
を
考か

ん
が
え
る
と
き
、
も
は
や
「
全ぜ

ん

身し
ん

全ぜ
ん

霊れ
い

を
も
っ

て
」
民た

み

安や
す

か
れ
の
祈い

の

り
を
続つ

づ

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
が

上じ
ょ
う

皇こ
う

陛へ
い

下か

が
こ
の
「
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うと
し
て
の
お
務つ

と

め
に
つ
い
て
の
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

の
お
こ
と
ば
」
を
発は

っ

せ
ら
れ
た
動ど

う

機き

で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
に
は
「
も
う
年と

し

だ
か
ら
、
こ
の
仕し

事ご
と

は
き
つ
い
」
と
か
、

「
あ
と
は
ゆ
っ
く
り
楽ら

く

を
し
た
い
」
と
い
う
よ
う
な
私し

情じ
ょ
うは
露つ

ゆ

ほ
ど
も
感か

ん

じ
ら
れ
な
い
。「
全ぜ

ん

身し
ん

全ぜ
ん

霊れ
い

を
も
っ
て
」
行お

こ
な
わ
れ
る

べ
き
祈い

の

り
を
続つ

づ

け
る
た
め
に
は
、
次じ

代だ
い

に
継け

い

承し
ょ
うす
る
し
か
な
い
、

と
い
う
無む

私し

の
御み

心こ
こ
ろな
の
で
あ
る
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるよう
な話

はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より
多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に
興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

な
どに記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

「
民た

み

安や
す

か
れ
」
の
祈い

の

り
を
継け

い

承し
ょ
う

さ
れ
る
天て

ん

皇の
う

の
聖せ

い

な
る
責せ

き

務む

（３） ２０２０年第５４２４号 	 ２月	 ８日	（土曜日）

　
こ
の
上

じ
ょ
う

皇こ
う

陛へ
い

下か

の
「
祈い

の

り
」
の
継け

い

承し
ょ
うへ
の
御ご

意い

思し

が
、
今き

ん

上じ
ょ
う

陛へ
い

下か

の
御ご

即そ
く

位い

の
言こ

と

葉ば

に
し
っ
か
り
と
受う

け
止と

め
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

上
じ
ょ
う

皇こ
う

陛へ
い

下か

は
３
０
年ね

ん

前ま
え

、
昭

し
ょ
う

和わ

６
４
（
１
９
８
９
）
年ね

ん

１

月が
つ

７
日か

の
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

崩ほ
う

御ぎ
ょ

の
翌よ

く

々よ
く

日じ
つ

に
開ひ

ら

か
れ
た
即そ

く

位い

後ご

朝
ち
ょ
う

見け
ん

の
儀ぎ

で
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
述の

べ
ら
れ
た
。

　
顧か

え
りみ
れ
ば
、
大た

い

行こ
う

天て
ん

皇の
う

に
は
、
御ご

在ざ
い

位い

６
０
有ゆ

う

余よ

年ね
ん

、
ひ

た
す
ら
世せ

界か
い

の
平へ

い

和わ

と
国こ

く

民み
ん

の
幸こ

う

福ふ
く

を
祈き

念ね
ん

さ
れ
、
激げ

き

動ど
う

の

時じ

代だ
い

に
あ
っ
て
、
常つ

ね

に
国こ

く

民み
ん

と
と
も
に
幾い

く

多た

の
苦く

難な
ん

を
乗の

り
越こ

え
ら
れ
、
今こ

ん

日に
ち

、
我わ

が
国く

に

は
国こ

く

民み
ん

生せ
い

活か
つ

の
安あ

ん

定て
い

と
繁は

ん

栄え
い

を
実じ

つ

現げ
ん

し
、
平へ

い

和わ

国こ
っ

家か

と
し
て
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

に
名め

い

誉よ

あ
る
地ち

位い

を
占し

め
る
に
至い

た

り
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
、
皇こ

う

位い

を
継け

い

承し
ょ
うす
る
に
当あ

た
り
、
大た

い

行こ
う

天て
ん

皇の
う

の
御ご

遺い

徳と
く

に
深ふ

か

く
思お

も

い
を
い
た
し
、
い
か
な
る
と
き
も
国こ

く

民み
ん

と
と
も

に
あ
る
こ
と
を
念ね

ん

願が
ん

さ
れ
た
御み

心こ
こ
ろを
心こ

こ
ろと
し
つ
つ
、
皆み

な

さ
ん
と

と
も
に
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

を
守ま

も

り
、
こ
れ
に
従

し
た
が
っ
て
責せ

き

務む

を
果は

た
す

こ
と
を
誓ち

か

い
、
国こ

く

運う
ん

の
一い

っ

層そ
う

の
進し

ん

展て
ん

と
世せ

界か
い

の
平へ

い

和わ

、
人じ

ん

類る
い

福ふ
く

祉し

の
増ぞ

う

進し
ん

を
切せ

つ

に
希き

望ぼ
う

し
て
や
み
ま
せ
ん
。[

４]

　

上
じ
ょ
う

皇こ
う

陛へ
い

下か

も
、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

の
「
ひ
た
す
ら
世せ

界か
い

の
平へ

い

和わ

と
国こ

く

民み
ん

の
幸こ

う

福ふ
く

を
祈き

念ね
ん

さ
れ
」
た
御ご

遺い

徳と
く

を
継け

い

承し
ょ
うし
て
、
こ

の
「
責せ

き

務む

を
果は

た
す
こ
と
を
誓ち

か

」
わ
れ
、
平へ

い

成せ
い

の
３
０
年ね

ん

間か
ん

を

「
全ぜ

ん

身し
ん

全ぜ
ん

霊れ
い

を
も
っ
て
」
務つ

と

め
て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

も
昭

し
ょ
う

和わ

３
（
１
９
２
８
）
年ね

ん

１
１

月が
つ

１
０
日か

の
即そ

く

位い

礼れ
い

に
お
い
て
発は

っ

せ
ら
れ
た
勅

ち
ょ
く

語ご

で
、
歴れ

き

代だ
い

の

天て
ん

皇の
う

が
「
国く

に

を
も
っ
て
家い

え

と
為な

し
民た

み

を
視み

る
こ
と
子こ

の
如ご

と

く
」

臨の
ぞ

ま
れ
た
と
し
て
、
祖そ

宗し
ゅ
うの
擁よ

う

護ご

と
国こ

く

民み
ん

の
助た

す

け
に
よ
っ
て
、

こ
の
「
天て

ん

職し
ょ
く」
を
堕お

と
す
こ
と
な
き
を
願ね

が

う
、
と
述の

べ
ら
れ
て

い
る
。
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

は
異こ

と

な
る
が
、
そ
の
御み

心こ
こ
ろは
上

じ
ょ
う

皇こ
う

陛へ
い

下か

、
今き

ん

上
じ
ょ
う

陛へ
い

下か

に
継け

い

承し
ょ
うさ
れ
て
い
る
。

　

国く
に

を
一ひ

と
つ
の
「
家い

え

」
と
な
し
、
民た

み

は
「
子こ

」
の
如ご

と

く
視み

て
、

そ
の
平へ

い

和わ

と
安あ

ん

寧ね
い

を
祈い

の

ら
れ
る
の
が
、
歴れ

き

代だ
い

天て
ん

皇の
う

の
「
天て

ん

職し
ょ
く」

で
あ
り
、
責せ

き

務む

な
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
天て

ん

職し
ょ
く」「
責せ

き

務む

」
が

現げ
ん

実じ
つ

に
歴れ

き

代だ
い

天て
ん

皇の
う

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
果は

た
さ
れ
て
き
た
の

か
は
、拙せ

っ

著ち
ょ

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
知し

っ
て
お
き
た
い 

皇こ
う

室し
つ

の
祈い

の

り
』

[

ａ]

で
辿た

ど

っ
た
通と

お

り
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
お
言こ

と

葉ば

と
対た

い

比ひ

し
て
、
も
う
一い

ち

度ど

、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

が
呈て

い

し
た
「
主し

ゅ

権け
ん

者し
ゃ

は
だ
れ
か
」
と
い
う
「
深し

ん

刻こ
く

な
疑ぎ

念ね
ん

」
を
考

か
ん
が

え
て
見み

よ
う
。
こ
の
場ば

合あ
い

の
「
主し

ゅ

権け
ん

者し
ゃ

」
と
は
、「
至し

高こ
う

の
権け

ん

力り
ょ
く」
を
持も

つ
人に

ん

間げ
ん

の
意い

味み

で
あ
る
。
こ
の
言こ

と

葉ば

は
、
国こ

く

王お
う

が
国こ

く

民み
ん

と
国こ

く

土ど

を
自み

ず
か
ら
の
「
財ざ

い

産さ
ん

」
と
し
て
き
た
欧お

う

州し
ゅ
うの
歴れ

き

史し

か

ら
生う

ま
れ
て
き
た
。

　

そ
の
「
至し

高こ
う

の
権け

ん

力り
ょ
く」
を
国こ

く

王お
う

か
ら
奪う

ば

い
取と

ろ
う
と
国こ

く

民み
ん

が
戦

た
た
か
っ
て
き
た
。
そ
の
戦た

た
かい
の
中な

か

か
ら
誕た

ん

生じ
ょ
うし
た
の
が
「
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

」
で
あ
っ
た
。
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

、
す
な
わ
ち
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

語ご

源げ
ん

は
古こ

代だ
い

ギ
リ
シ
ャ
語ご

の
「
デ
ー
モ
ス
」（
人じ

ん

民み
ん

）
が
ク
ラ

ト
ス
（
権け

ん

力り
ょ
く・
支し

配は
い

）
を
持も

つ
、
と
い
う
意い

味み

で
あ
る
。

　
こ
の
意い

味み

で
、
金キ

ム

正ジ
ョ
ン

恩ウ
ン

の
よ
う
に
「
至し

高こ
う

の
権け

ん

力り
ょ
く」
を
世せ

１
．「
世せ

界か
い

一い
ち

古ふ
る

い
国く

に

の
、
世せ

界か
い

で

　
　

唯ゆ
い

一い
つ

の
エ
ン
ペ
ラ
ー
の
即そ

く

位い

式し
き

」

２
．『
主し

ゅ

権け
ん

者し
ゃ

は
だ
れ
か
』

　
　
　
　
と
い
う
深し

ん

刻こ
く

な
疑ぎ

念ね
ん

」

襲し
ゅ
うす
る
体た

い

制せ
い

を
批ひ

判は
ん

し
、
打だ

倒と
う

あ
る
い
は
法ほ

う

に
よ
っ
て
抑よ

く

制せ
い

し

て
き
た
の
が
、
欧お

う

州し
ゅ
うの
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

の
伝で

ん

統と
う

で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

と
上

じ
ょ
う

皇こ
う

陛へ
い

下か

が
国こ

く

民み
ん

に
誓ち

か

い
、
か
つ

「
全ぜ

ん

身し
ん

全ぜ
ん

霊れ
い

を
も
っ
て
」
お
努つ

と

め
に
な
っ
て
き
た
の
が
「
民た

み

安や
す

か
れ
」の
祈い

の

り
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は「
権け

ん

力り
ょ
くの
世せ

襲し
ゅ
う」で
は
な
い
。

「
聖せ

い

な
る
責せ

き

務む

」
の
世せ

襲し
ゅ
うな
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点て

ん

が
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

員い
ん

た
ち
に
は
見み

え
て
い
な
い
。
欧お

う

州し
ゅ
うの
国こ

く

王お
う

と
民み

ん

衆し
ゅ
うの
権け

ん

力り
ょ
く

闘と
う

争そ
う

の
歴れ

き

史し

の
中な

か

か
ら
生う

ま
れ
た
マ
ル
ク

ス
主し

ゅ

義ぎ

の
階か

い

級き
ゅ
う

闘と
う

争そ
う

史し

観か
ん

と
い
う
色い

ろ

眼め

鏡が
ね

を
か
け
て
、
そ
れ

と
は
全ま

っ
た
く
異こ

と

な
る
我わ

が
国く

に

の
歴れ

き

史し

を
素す

直な
お

な
眼ま

な

差ざ

し
で
見み

よ

う
と
し
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
の
史し

実じ
つ

が
見み

え
な
い
の
も
当と

う

然ぜ
ん

で

あ
る
。

　

先さ
き

に
引い

ん

用よ
う

し
た
上

じ
ょ
う

皇こ
う

陛へ
い

下か

の
お
言こ

と

葉ば

の
中な

か

で
、
も
う
一ひ

とつ
心

こ
こ
ろ

に
留と

め
て
お
き
た
い
一い

っ

節せ
つ

が
あ
る
。

　
皇こ

う

太た
い

子し

の
時じ

代だ
い

も
含ふ

く

め
、
こ
れ
ま
で
私わ

た
しが
皇こ

う

后ご
う

と
共と

も

に
行

お
こ
な
っ

て
来き

た
ほ
ぼ
全ぜ

ん

国こ
く

に
及お

よ

ぶ
旅た

び

は
、
国こ

く

内な
い

の
ど
こ
に
お
い
て
も
、

そ
の
地ち

域い
き

を
愛あ

い

し
、
そ
の
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

を
地じ

道み
ち

に
支さ

さ

え
る
市し

井せ
い

の

人ひ
と

々び
と

の
あ
る
こ
と
を
私わ

た
しに
認に

ん

識し
き

さ
せ
、
私わ

た
しが
こ
の
認に

ん

識し
き

を
も
っ

て
、
天て

ん

皇の
う

と
し
て
大た

い

切せ
つ

な
、
国こ

く

民み
ん

を
思お

も

い
、
国こ

く

民み
ん

の
た
め
に

祈い
の

る
と
い
う
務つ

と

め
を
、
人ひ

と

々び
と

へ
の
深ふ

か

い
信し

ん

頼ら
い

と
敬け

い

愛あ
い

を
も
っ
て

な
し
得え

た
こ
と
は
、
幸し

あ
わせ
な
こ
と
で
し
た
。[

３
， ｐ
１
４]

　

上
じ
ょ
う

皇こ
う

陛へ
い

下か

は
国こ

く

民み
ん

に
寄よ

り
添そ

う
た
め
の
全ぜ

ん

国こ
く

へ
の
旅た

び

の
各か

く

地ち

で
「
そ
の
地ち

域い
き

を
愛あ

い

し
、
そ
の
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

を
地じ

道み
ち

に
支さ

さ

え
る

市し

井せ
い

の
人ひ

と

々び
と

」
と
出で

会あ

わ
れ
た
。
そ
れ
が
御み

心こ
こ
ろの
う
ち
に
、

「
人ひ

と

々び
と

へ
の
深ふ

か

い
信し

ん

頼ら
い

と
敬け

い

愛あ
い

」
を
育そ

だ

て
ら
れ
た
。

　

日に

本ほ
ん

で
た
だ
御お

一ひ
と

人り

、「
国こ

く

民み
ん

を
思お

も

い
、
国こ

く

民み
ん

の
た
め
に
祈い

の

る
と
い
う
務つ

と

め
」
を
ほ
と
ん
ど
生

し
ょ
う

涯が
い

に
わ
た
っ
て
「
全ぜ

ん

身し
ん

全ぜ
ん

霊れ
い

を
も
っ
て
」
務つ

と

め
ら
れ
る
と
い
う
事こ

と

は
、
思お

も

え
ば
孤こ

独ど
く

な
道み

ち

で

あ
る
。
し
か
し
、「
そ
の
地ち

域い
き

を
愛あ

い

し
、
そ
の
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

を
地じ

道み
ち

に
支さ

さ

え
る
市し

井せ
い

の
人ひ

と

々び
と

」
に
、
上

じ
ょ
う

皇こ
う

陛へ
い

下か

は
同ど

う

行こ
う

者し
ゃ

を
見み

い

だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
発は

っ

見け
ん

が
天て

ん

皇の
う

の
務つ

と

め
を
幸こ

う

福ふ
く

な
も

の
と
し
た
。

　

新あ
ら

た
に
、
天て

ん

皇の
う

と
し
て
務つ

と

め
を
始は

じ

め
ら
れ
た
今き

ん

上じ
ょ
う

陛へ
い

下か

も
、

ま
た
各か

く

地ち

で
「
そ
の
地ち

域い
き

を
愛あ

い

し
、
そ
の
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

を
地じ

道み
ち

に

支さ
さ

え
る
市し

井せ
い

の
人ひ

と

々び
と

」
に
出で

会あ

わ
れ
て
、「
人ひ

と

々び
と

へ
の
深ふ

か

い
信し

ん

頼ら
い

と
敬け

い

愛あ
い

」
を
お
持も

ち
頂い

た
だ
け
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よ
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天て
ん
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う

の
「
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み
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か
れ
」
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祈い

の

り
に
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ち
び
か
れ
て
、
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く

民み
ん
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地ち

、
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く
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で
「
共

き
ょ
う
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う

体た
い

」
を
地じ

道み
ち

に
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さ

え
る
。
そ
れ
が

「
和わ

の
国く

に

」
の
幸し

あ
わせ
を
実じ

つ

現げ
ん

す
る
道み

ち

な
の
で
あ
る[

ｂ]

。
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Premiê do Japão diz que
vai compilar medidas
contra coronavírus ainda 
na semana que vem

Japão vai avaliar 
impacto do coronavírus 
sobre os Jogos Olímpicos

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Coronavírus (07/02/2020)

Olimpíada (05/02/2020)

O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, disse 
que o seu governo vai de-
linear medidas de emer-
gência para lidar com a 
epidemia da nova variante 
do coronavírus ainda na 
semana que vem.
Nesta sexta-feira, Abe en-
fatizou que o governo vai 
dar máxima prioridade 
para proteger a vida e a 

A Agência de Esportes 
do Japão começou a anali-
sar o impacto que o surto 
de coronavírus poderia ter 
em atletas se preparando 
para a Olimpíada e Para-
limpíada que ocorrerão em 
Tóquio em cerca de seis 
meses.
A agência está questionan-
do associações esportivas 
japonesas para avaliar 

saúde do povo, e disse que 
deseja fazer decisões sobre 
o que pode fazer sem he-
sitação.
Abe fez essa declaração 
após ter recebido uma sé-
rie de recomendações de 
Fumio Kishida, chefe de 
políticas do Partido Libe-
ral Democrático, e outras 
autoridades. Eles propu-
seram a melhora dos sis-

como o surto afetou o trei-
namento dos atletas e com-
petições internacionais 
dentro e fora do Japão.
A pesquisa está sendo rea-
lizada por meio de diversas 
organizações, incluindo o 
Comitê Olímpico do Japão 
e a Associação Paraespor-
tiva Japonesa.
A Agência de Esportes es-
pera apresentar um relató-

temas de inspeção e de 
desenvolvimento de kits 
de testes simples de diag-
nóstico. Também pediram 
a implementação de me-
didas financeiras para dar 
apoio aos negócios turís-
ticos de pequeno e médio 
porte que têm sido atingi-
dos pela onda de cancela-
mentos.
Abe disse que o gover-

rio com os resultados em 
meados de fevereiro.
O órgão está exortando 
atletas e equipes de apoio 
nas instituições esportivas 
a continuarem exercen-
do cautela com relação a 
atividades no exterior. A 
agência pretende continu-
ar trabalhando junto às as-
sociações relevantes para 
avaliar medidas com base 

no vai compilar medidas 
de emergência com base 
nessas propostas ainda na 
semana que vem e vai ra-
pidamente implementá-las 
utilizando fundos de reser-
va.
O premiê acrescentou que 
o governo vai tomar to-
dos os passos possíveis, 
ao mesmo tempo em que 
se mantém atento às ques-
tões econômicas regionais 
e aos negócios de turismo.

nas informações coletadas.
Conforme o coronavírus 
se espalha, diversas Eli-
minatórias para os Jogos 
Olímpicos e Paralímpicos 
que estavam programadas 
originalmente para ocorrer 
na China têm sido remar-
cadas para outros locais. 
Esses eventos incluem fu-
tebol, tênis de mesa, bem 
como provas de atletismo.

Toshiba lança novo serviço de recibos 
digitais

Japão vai continuar preparativos 
de visita do presidente chinês em 
meio a surto de coronavírus

Sobreviventes de bombardeios 
atômicos vão falar em conferência 
da ONU

Tecnologia (04/02/2020)

Diplomacia (04/02/2020)

Conferência da ONU (04/02/2020)

A empresa japonesa 
Toshiba criou um sistema 
para que consumidores 
recebam dados de recibos 
diretamente em seus smar-
tphones.
A empresa criou uma nova 
subsidiária que vai lançar 

O principal porta-voz do 
governo japonês informou 
que preparativos continu-
am sendo feitos para a vis-
ta do presidente chinês, Xi 
Jinping.
O secretário-chefe do Ga-
binete, Yoshihide Suga, 
disse a repórteres na terça-
feira que não foi informado 
de qualquer possibilidade 

Um grupo de sobrevi-
ventes dos bombardeios 
atômicos de Hiroshima e 
Nagasaki de 1945 plane-
jam enviar uma delegação 
para uma conferência de 
revisão de um pacto global 
de não-proliferação nucle-
ar.
A conferência de revisão 

o serviço “Smart Receipt”.
Consumidores receberão 
dados digitalizados em um 
aplicativo de smartphone 
simplesmente “escanean-
do” um código de barras 
com seus telefones no cai-
xa dos estabelecimentos.
O aplicativo apresenta um 
registro de compras e deve 
tornar mais fácil que famí-

de que o surto de corona-
vírus na China influencie a 
visita de Xi ao Japão pla-
nejada para este ano.
Suga não quis comentar a 
resposta do governo chi-
nês à emergência sanitária. 
Líderes do Partido Comu-
nista da China admitiram 
na segunda-feira que o 
governo não lidou adequa-

do Tratado sobre Não-Pro-
liferação de Armas Nucle-
ares é realizada a cada cin-
co anos.
Este ano marca o 75º ani-
versário dos bombardeios 
atômicos no Japão. A con-
ferência será realizada de 
abril até maio na sede da 
ONU em Nova York.
A Nihon Hidankyo, ou 
Confederação do Japão de 
Organizações de Vítimas 

Reveladas à imprensa 
partes do Castelo de Shuri 
destruídas por incêndio

Número de trabalhadores 
estrangeiros no Japão 
registra recorde em 2019

Castelo de Shuri  (04/02/2020)

Trabalhadores Estrangeiros (04/02/2020)

Na terça-feira, foram 
mostradas pela primeira 
vez à imprensa algumas 
partes do Castelo de Shuri, 
na província de Okinawa, 
cujos principais edifícios 
foram destruídos num 
enorme incêndio em outu-
bro do ano passado.
Segundo investigadores, o 
incêndio foi provavelmente 
causado por um problema 
elétrico, e não foram en-
contrados sinais de crime.
As organizações que ge-
renciam a instalação reve-
laram áreas que estavam 
restritas, como o local 

O número de trabalhado-
res estrangeiros no Japão 
registrou recorde em 2019, 
com mais de 1,65 milhão, 
em parte porque mais pes-
soas vieram ao país como 
trainees técnicos.
Estatísticas nesse sentido 
foram compiladas pelo 
Ministério da Saúde, Tra-
balho e Bem-Estar Social, 
com base em dados forne-
cidos por empregadores.
Segundo a pasta, o nú-
mero de estrangeiros que 
trabalham no Japão era de 
1.658.804 pessoas até o fi-
nal de outubro do ano pas-
sado. Trata-se de uma alta 
de cerca de 190 mil pesso-
as, ou 13%, em relação ao 
ano anterior.
Por nacionalidade, os chi-
neses encabeçaram a lista 
com aproximadamente 
418 mil pessoas. Os viet-
namitas ficaram em segun-
do lugar, com 401 mil; se-
guidos pelos filipinos, com 

onde ficava o edifício prin-
cipal do complexo.
Pedaços de madeira carbo-
nizados demonstram a for-
ça do incêndio. Os bigodes 
de um dragão decorativo 
do teto ficaram grudados 
nas telhas que caíram.
A economia da região foi 
prejudicada pela queda no 
número de turistas que vi-
sitavam o castelo. Os go-
vernos central do Japão e 
da província de Okinawa 
esperam reabrir as áreas 
atingidas pelo incêndio an-
tes das férias de primavera 
do Japão.

179 mil. Os brasileiros, 
por sua vez, registraram 
135 mil pessoas.
Dos trabalhadores estran-
geiros, 531 mil pessoas 
eram de ascendência ja-
ponesa ou cônjuges de ci-
dadãos japoneses. Cerca 
de 383 mil trabalhadores 
eram trainees técnicos, e 
329 mil eram pessoas com 
conhecimentos especia-
lizados, tais como enge-
nheiros e pesquisadores.
À parte dessas categorias, 
o número de trainees téc-
nicos estrangeiros regis-
trou o maior crescimento, 
com alta de 24% em rela-
ção ao ano anterior.
Em abril de 2019, o Ja-
pão criou um novo status 
de residência chamado de 
“trabalhadores com habi-
lidades específicas”. Nos 
sete meses até outubro, 
520 trabalhadores estran-
geiros vieram ao país sob 
o novo status.

lias administrem seus or-
çamentos.
O sistema também vai ofe-
recer cupons de desconto.
A Toshiba está consideran-
do coletar e analisar dados 
com o consentimento dos 
consumidores. Ela pode 
vir a oferecer as informa-
ções para empresas do va-
rejo e fabricantes.

damente com a questão no 
início do surto na cidade 
de Wuhan.
Suga disse que a China 
está usando todos os meios 
à sua disposição para pre-
venir a epidemia de se 
espalhar ainda mais. Ele 
afirmou que Japão e China 
estão cooperando de perto 
para lidar com esse desafio 

das Bombas A e H, anun-
ciou na segunda-feira que 
vai enviar para a conferên-
cia uma delegação de cer-
ca de 50 pessoas, incluin-
do 30 sobreviventes das 
bombas.
A Hidankyo também pre-
tende realizar uma expo-
sição de fotos e outros 
objetos na sede da ONU. 
Alguns sobreviventes vão 
falar sobre suas experiên-

A Toshiba está otimista 
que esse tipo de “big data” 
possa ser utilizado para de-
senvolver novos produtos 
e serviços.
A empresa visa ampliar o 
número de lojas que pos-
suem o serviço Smart Re-
ceipt para 100 mil estabe-
lecimentos no ano fiscal 
que se inicia em abril.

como sua prioridade.
Sobre a reposta japonesa 
ao problema, Suga disse 
que o governo agiu rapi-
damente para fretar voos e 
evacuar os japoneses iso-
lados em Wuhan.
O secretário-chefe do Ga-
binete afirmou que o go-
verno tem feito todo o pos-
sível em resposta ao surto.

cias para transmitir os hor-
rores dos bombardeios.
O secretário-geral do gru-
po, Sueichi Kido, disse 
que armas nucleares e se-
res humanos não podem 
coexistir.
Ele afirmou que vontade e 
esforço de cada indivíduo 
pode ajudar a prevenir que 
armas nucleares sejam uti-
lizadas.





　

リ
オ
祭ま

つ

り
を
主し

ゅ

催さ
い

す
る

「
Ｇ
／
Ｌ
Ｒ
ｉ
ｏ
Ｃ
ｅ
ｎ
ｔ

ｒ
ｏ
社し

ゃ

」
を
検け

ん

索さ
く

し
て
み
た

ら
、
フ
ラ
ン
ス
系け

い

の
国こ

く

際さ
い

的て
き

展て
ん

示じ

場じ
ょ
う

運う
ん

営え
い

会が
い

社し
ゃ

で
、
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
会か

い

場じ
ょ
うを
運う

ん

営え
い

す
る

エ
キ
ス
ポ
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
社し

ゃ

も
系け

い

列れ
つ

会が
い

社し
ゃ

だ
。
つ
ま
り
聖せ

い

市し

で
た
と
え
れ
ば
「
会か

い

場じ
ょ
うで

あ
る
エ
キ
ス
ポ
・
サ
ン
パ
ウ

ロ
社し

ゃ

自じ

体た
い

が
主し

ゅ

催さ
い

し
て
、
日に

っ

　

令れ
い

和わ

の
御み

代よ

と
な
り
、
今き

ん

上じ
ょ
う

陛へ
い

下か

は
２
月が

つ

２
３
日に

ち

に
代だ

い

替が

わ
り
後ご

の
初は

じ

め
て
の
誕た

ん

生じ
ょ
う

日び

、
し
か
も
還か

ん

暦れ
き

を
迎む

か

え
る
。
そ
れ
を
祝い

わ
っ
て
主し

ゅ

要よ
う

日に
っ

系け
い

五ご

団だ
ん

体た
い

（
文ぶ

ん

協き
ょ
う、
援え

ん

協き
ょ
う、

県け
ん

連れ
ん

、
商

し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

、
ア
リ
ア
ン
サ
）
が
「
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

誕た
ん

生じ
ょ
う

日び

祝し
ゅ
く

賀が

会か
い

」
を
２
８
日に

ち

午ご

後ご

７
時じ

半は
ん

か
ら
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

立り
つ

劇げ
き

場じ
ょ
う（P

raça R
am
os D

e A
zevedo, 

s/n - R
epública

）で
行お

こ
な
う
。当と

う

日じ
つ

は
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

役や
く

所し
ょ

が
天て

ん

皇の
う

誕た
ん

生じ
ょ
う

日び

を
祝し

ゅ
くし
、

市し

役や
く

所し
ょ

の
建た

て

物も
の

（V
iaduto do C

há, 1
5
 - C
entro H

istórico de São 
P
aulo

）
に
日に

本ほ
ん

の
国

こ
っ
き

旗
を
映う

つ

し
出だ

す
特と

く

別べ
つ

な
趣し

ゅ

向こ
う

も
見み

ら
れ
る
予よ

定て
い

。

系け
い

イ
ベ
ン
ト
会が

い

社し
ゃ

が
企き

画か
く

運う
ん

営え
い

、
県け

ん

連れ
ん

は
食し

ょ
く

の
ブ
ー
ス
な

ど
を
協

き
ょ
う

力り
ょ
くす
る
だ
け
」
と
い

う
体た

い

制せ
い

だ
。
つ
ま
り
完か

ん

全ぜ
ん

に

ビ
ジ
ネ
ス
ベ
ー
ス
の
イ
ベ
ン

ト
。
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

に
人に

ん

気き

が
あ

り
、
集

し
ゅ
う

客き
ゃ
く

力り
ょ
く

の
あ
る
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
利り

益え
き

が
出で

て
い

る
間あ

い
だ

は
ガ
ン
ガ
ン
開か

い

催さ
い

す
る

が
、
利り

益え
き

が
出で

な
く
な
っ
た

ら
そ
れ
き
り
開か

い

催さ
い

さ
れ
な
い

可か

能の
う

性せ
い

が
高た

か

い
。
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
は
過か

去こ

赤あ
か

字じ

に
な
っ
た

こ
と
も
何な

ん

度ど

も
あ
る
が
、
そ

の
危き

機き

を
県け

ん

人じ
ん

会か
い

が
力ち

か
ら

を
合あ

典て
ん

と
と
も
に
、
池い

け

田だ

ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
交こ

う

響き
ょ
う

楽が
く

団だ
ん

に
よ

る
祝

し
ゅ
く

福ふ
く

の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。
こ
の
交こ

う

響き
ょ
う

楽が
く

団だ
ん

は
、ブ
ラ
ジ
ル
Ｓ
Ｇ
Ｉ
（
ブ

ラ
ジ
ル
創そ

う

価か

学が
っ

会か
い

イ
ン
タ
ナ

シ
ョ
ナ
ル
）
が
１
９
９
３
年ね

ん

に
創そ

う

立り
つ

し
た
。
同ど

う

会か
い

場じ
ょ
うで
演え

ん

奏そ
う

す
る
の
は
、
今こ

ん

回か
い

が
３
回か

い

目め

と
な
る
。

　

当と
う

日じ
つ

は
、
同ど

う

楽が
く

団だ
ん

の
ア
レ

シ
ャ
ン
ド
レ
・
ピ
ン
ト
氏し

が

指し

揮き

者し
ゃ

を
務つ

と

め
、
約や

く

８
０
人に

ん

の
楽が

く

団だ
ん

員い
ん

が
ク
ラ
シ
ッ
ク
音お

ん

楽が
く

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
演え

ん

奏そ
う

す
る
。

　

演え
ん

奏そ
う

会か
い

は
４
０
分ぷ

ん

間か
ん

を
予よ

定て
い

。
ロ
シ
ア
に
よ
る
圧あ

っ

政せ
い

へ

の
怒い

か

り
や
祖そ

国こ
く

フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
独ど

く

立り
つ

に
向む

か
う
国こ

く

民み
ん

の
心し

ん

情じ
ょ
うが
巧た

く

み
に
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

さ
れ
て
い

る
交こ

う

響き
ょ
う

詩し

「
フ
ィ
ン
ラ
ン

デ
ィ
ア
」、
力

ち
か
ら

強づ
よ

い
大た

い

作さ
く

が

多お
お

い
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が

珍め
ず
らし
く
書か

い
た
優や

さ

し
い
小

し
ょ
う

品ひ
ん

「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
管か

ん

弦げ
ん

楽が
く

の
た
め
の
ロ
マ
ン
ス
第だ

い

２

番ば
ん

ヘ
長

ち
ょ
う

調ち
ょ
う」、
メ
キ
シ
コ
現げ

ん

代だ
い

音お
ん

楽が
く

の
人に

ん

気き

楽が
っ

曲き
ょ
くの
一ひ

と

つ

「
ダ
ン
ソ
ン
・
ヌ
メ
ロ
・
ド

ス
」、
滝た

き

廉れ
ん

太た

郎ろ
う

の
「
荒こ

う

城
じ
ょ
う

の
月つ

き

」、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
に
よ
る
長

ち
ょ
う

編へ
ん

詩し

「
青せ

い

年ね
ん

よ　

２
１
世せ

い

紀き

の
広こ

う

布ふ

の
山や

ま

を
登の

ぼ

れ
」
の
５

曲き
ょ
くと
誕た

ん

生じ
ょ
う

日び

の
歌う

た

を
披ひ

露ろ
う

す
る
。

　

入
に
ゅ
う

場じ
ょ
う

券け
ん

は
座ざ

席せ
き

に
よ
っ

て
値ね

段だ
ん

が
異こ

と

な
り
、
４
０
レ

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

会か
い

長ち
ょ
う

）
の
「
１
月が

つ

度ど

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

会か
い

議ぎ

」
が
１
月が

つ

３
０
日に

ち

、
文ぶ

ん

協き
ょ
うビ
ル
内な

い

の
県け

ん

連れ
ん

会か
い

議ぎ

室し
つ

で

行お
こ
なわ
れ
た
。
今こ

年と
し

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
が
会か

い

場じ
ょ
うを
拡か

く

大だ
い

す
る
方ほ

う

針し
ん

で
あ
る
こ
と
に
対た

い

し
て
、
複ふ

く

数す
う

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

代だ
い

表ひ
ょ
うか
ら
疑ぎ

問も
ん

を
呈て

い

す
る
声こ

え

が
再ふ

た
た

び
上あ

が

り
、
谷た

に

口ぐ
ち

ジ
ョ
ゼ
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う（
和わ

歌か

山や
ま

県け
ん

）
な
ど
か
ら
説せ

つ

明め
い

が
行お

こ
な

わ

れ
る
も
、
白は

く

熱ね
つ

し
た
議ぎ

論ろ
ん

と
な
り
、
１
５
日に

ち

に
行お

こ
な

わ
れ
る

「
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

セ
ミ
ナ
ー
／
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
将

し
ょ
う

来ら
い

は
ど
う
な
る
？
」

(Im
ersao do Festival 

d
o Jap

ao
)

に
持も

ち
越こ

さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

谷た
に

口ぐ
ち

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
、
全ぜ

ん

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
食し

ょ
く

の
ブ
ー
ス
に
出

し
ゅ
っ

展て
ん

す
る
理り

想そ
う

に
向む

け
て
努ど

力
り
ょ
く

し
て
い
る
が
、
す
で
に
３
県け

ん

が
出で

な
い
こ
と
が
確か

く

定て
い

し
て

い
る
こ
と
を
報ほ

う

告こ
く

し
、
１
５

日に
ち

の
セ
ミ
ナ
ー
で
皆み

な

と
存ぞ

ん

分ぶ
ん

に
話は

な

し
合あ

っ
て
解か

い

決け
つ

の
糸い

と

口ぐ
ち

を
探さ

ぐ

り
た
い
と
述の

べ
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
午ご

後ご

１
時じ

か
ら
５
時じ

ま
で
県け

ん

連れ
ん

会か
い

議ぎ

室し
つ

で
初は

つ

開か
い

催さ
い

さ
れ
る
。

２
０
２
５
／
３
０
年ね

ん

の
頃こ

ろ

に

は
ど
の
よ
う
な
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
に

な
っ
て
い
る
か
を
皆み

な

で
展て

ん

望ぼ
う

す
る
こ
と
に
よ
り
、
今い

ま

、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

は
そ
れ
に
向む

け
て
ど
う

す
る
べ
き
か
を
話は

な

し
合あ

う
場ば

と
な
る
。
３
５
人に

ん

限げ
ん

定て
い

。
申も

う

し
込こ

み
は
担た

ん

当と
う

者し
ゃ

（lin
a@

fe
stiv

a
ld
o
ja
p
a
o
.

com

）
ま
で
。

挨
あい

拶
さつ

する山
やま

田
だ

会
かい

長
ちょう

当
とう

日
じつ

演
えん

奏
そう

を披
ひ

露
ろう

する池
いけ

田
だ

ヒューマニズム交
こう

響
きょう

楽
がく

団
だん

の皆
みな

さん

来
らい

社
しゃ

した松
まつ

本
もと

さん、古
ふる

川
かわ

代
だい

表
ひょう

祝
しゅく

賀
が

御
おん

列
れつ

の儀
ぎ

（2019 年
ねん

11 月
がつ

10 日
か

、from wikipedia）

会か
い

は
メ
ト
ロ
・
フ
ァ
リ
ア
・
リ

マ
駅え

き

か
ら
徒と

歩ほ

５
分ふ

ん

、
大お

お

竹た
け

富と
み

江え

ビ
ル
隣と

な

り
に
あ
る
。

　

同ど
う

合が
っ

唱し
ょ
う

団だ
ん

は
、
宮み

や

島じ
ま

紀み
ち

子こ

さ
ん
を
指し

導ど
う

者し
ゃ

に
活か

つ

動ど
う

し
て

い
る
。
３
度ど

目め

と
な
る
本ほ

ん

演え
ん

奏そ
う

会か
い

の
第だ

い

１
部ぶ

で
は
、
宮み

や

原は
ら

禎て
い

次じ

が
作さ

っ

曲き
ょ
くし
た
４
曲き

ょ
く

を
発は

っ

表ぴ
ょ
う。
古ふ

る

川か
わ

代だ
い

表ひ
ょ
うは
、
曲き

ょ
く

に
つ

い
て
「
優や

さ

し
く
心こ

こ
ろ

が
和な

ご

む
音ね

色い
ろ

」
と
語か

た

る
。

　

さ
ら
に
宮み

や

島じ
ま

さ
ん
が
学が

く

生せ
い

時じ

代だ
い

に
同ど

う

期き

生せ
い

と
作さ

っ

曲き
ょ
くし
た

３
曲き

ょ
く

も
発は

っ

表ぴ
ょ
う。
題だ

い

名め
い

の「V
o-

calise

」（
歌か

詞し

を
伴と

も
な

わ
ず
に

母ぼ

音い
ん

の
み
で
歌う

た

う
歌か

唱し
ょ
う

法ほ
う

）
の
通と

お

り
、
歌か

詞し

の
無な

い
旋せ

ん

律り
つ

を
歌う

た

い
、
第だ

い

１
部ぶ

が
終

し
ゅ
う

了り
ょ
うと

わ
せ
て
乗の

り
越こ

え
て
き
た
か

ら
こ
そ
現げ

ん

在ざ
い

ま
で
続つ

づ

い
て
い

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
何な

ん

千ぜ
ん

人に
ん

も
集あ

つ

ま
る
の
は
、
県け

ん

連れ
ん

役や
く

員い
ん

が
無む

報ほ
う

酬し
ゅ
うで
が
ん
ば
っ
て

い
る
か
ら
だ
。
た
し
か
に
リ

オ
も
「
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
」
の
一い

っ

種し
ゅ

だ
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
基き

調ち
ょ
うと

し
た
そ
れ
は
多た

少し
ょ
う

毛け

色い
ろ

が
違ち

が

う
こ
と
は
間ま

違ち
が

い
な
い
。

　
　
　
　

◎

　

ま
だ
ま
だ
日に

本ほ
ん

に
は
仕し

事ご
と

が
あ
る
よ
う
だ
。
本ほ

ん

紙し

広こ
う

告こ
く

に
出で

て
い
る
よ
う
に
「
日に

本ほ
ん

語ご

不ふ

問も
ん

」
で
「
航こ

う

空く
う

券け
ん

、
ビ
ザ
代だ

い

、
送そ

う

迎げ
い

費ひ

用よ
う

も
不ふ

要よ
う

」
と
い
う
好こ

う

条じ
ょ
う

件け
ん

な
求

き
ゅ
う

人じ
ん

が
あ
る
か
ら
だ
。
し
か
も

職し
ょ
く

種し
ゅ

は
電で

ん

子し

部ぶ

品ひ
ん

だ
か
ら
３

Ｋ
労ろ

う

働ど
う

で
は
な
さ
そ
う
。
年ね

ん

齢れ
い

は
男だ

ん

性せ
い

が
４
５
歳さ

い

、
女じ

ょ

性せ
い

が
４
０
歳さ

い

ま
で
と
制せ

い

限げ
ん

が
あ

る
が
、「
経け

い

験け
ん

者し
ゃ

は
相そ

う

談だ
ん

可か

」

な
の
で
融ゆ

う

通ず
う

は
利き

き
そ
う

だ
。
デ
カ
セ
ギ
離り

婚こ
ん

が
け
っ

こ
う
あ
る
ご
時じ

世せ
い

で
、「
夫ふ

う

婦ふ

可か

」
も
利り

点て
ん

だ
。
時じ

給
き
ゅ
う

は
男だ

ん

女じ
ょ

と
も
１
２
５
０
〜

１
３
０
０
円え

ん

と
悪わ

る

く
な
い
。

詳く
わ

し
い
こ
と
は
、
Ａ
Ｓ
Ｐ
人じ

ん

市し

も
賛さ

ん

同ど
う

、庁ち
ょ
う

舎し
ゃ

に
日ひ

の
丸ま

る

投と
う

影え
い

２
８
日に

ち

、還か
ん

暦れ
き

祝い
わ

い
を
聖せ

い

市し

立り
つ

劇げ
き

場じ
ょ
う

で

　

谷た
に

口ぐ
ち

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

は
宣せ

ん

伝で
ん

戦せ
ん

略り
ゃ
く

を
改か

い

革か
く

し
て
、
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

者し
ゃ

目も
く

標ひ
ょ
う

と
し
て
２
万ま

ん

人に
ん

増ぞ
う

を
打う

ち
出だ

し
た
。
昨さ

く

年ね
ん

が
１
９
万ま

ん

２
千せ

ん

人に
ん

だ
か
ら

２
１
万ま

ん

２
千せ

ん

人に
ん

と
な
る
。
そ

の
分ぶ

ん

、
場ば

所し
ょ

が
狭せ

ま

く
な
る
か

ら
会か

い

場じ
ょ
うを
４
千せ

ん

平へ
い

米べ
い

増ふ

や
し

て
４
万ま

ん

８
千せ

ん

平へ
い

米べ
い

に
す
る
と

説せ
つ

明め
い

し
た
。

　

市い
ち

川か
わ

利と
し

雄お

前ぜ
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長
ち
ょ
う

は
１
月が

つ

に
リ
オ
市し

で
開か

い

催さ
い

さ

れ
た
「
第だ

い

３
回か

い

リ
オ
祭ま

つ

り
」

を
視し

察さ
つ

し
た
結け

っ

果か

を
報ほ

う

告こ
く

。

岐き

路ろ

に
立た

つ
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
拡か

く

大だ
い

方ほ
う

針し
ん

会か
い

場じ
ょ
う

拡か
く

張ち
ょ
う

の
是ぜ

非ひ

で
議ぎ

論ろ
ん

白は
く

熱ね
つ

ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
女じ

ょ

声せ
い

合が
っ

唱し
ょ
う

団だ
ん

第だ
い

３
回か

い

演え
ん

奏そ
う

会か
い

を
１
５
日に

ち

主し
ゅ

催さ
い

は
Ｇ
／
Ｌ
Ｒ
ｉ
ｏ
Ｃ
ｅ

ｎ
ｔ
ｒ
ｏ
社し

ゃ

で
、
日に

っ

系け
い

イ
ベ

ン
ト
興こ

う

業ぎ
ょ
う

会が
い

社し
ゃ

Ｔ
ａ
ｓ
ａ

が
実じ

っ

際さ
い

の
企き

画か
く

運う
ん

営え
い

を
担た

ん

当と
う

し
、
地じ

元も
と

の
リ
オ
州

し
ゅ
う

日に
っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

連れ
ん

盟め
い

が
全ぜ

ん

面め
ん

的て
き

に
食

し
ょ
く

な
ど
の
部ぶ

分ぶ
ん

を
支し

援え
ん

協き
ょ
う

力り
ょ
くす

る
と
い
う
体た

い

制せ
い

。

　
「
リ
オ
祭ま

つ

り
は
ビ
ジ
ネ
ス

基き

本ほ
ん

だ
か
ら
、
や
り
方か

た

が
全ぜ

ん

然ぜ
ん

違ち
が

う
が
、
参さ

ん

考こ
う

に
す
べ
き

点て
ん

も
あ
る
。
例た

と

え
ば
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

券け
ん

は
サ
ン
パ
ウ
ロ
よ
り
ず
っ
と

高た
か

い
。
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で
は

入に
ゅ
う

場じ
ょ
う

券け
ん

の
１
５
〜
２
０
％

は
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

・
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

者し
ゃ

へ
の
無む

料り
ょ
う

招し
ょ
う

待た
い

券け
ん

に
あ
て
ら
れ
る

が
、
リ
オ
で
は
無む

料り
ょ
う

招し
ょ
う

待た
い

券け
ん

は
わ
ず
か
数す

う

％
だ
と
聞き

い

た
。
ま
た
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の

食し
ょ
くの
ブ
ー
ス
の
値ね

段だ
ん

は
２
０

レ
ア
ル
よ
り
安や

す

い
モ
ノ
も
け

っ
こ
う
あ
る
が
、
リ
オ
で

は
２
０
以い

下か

の
食た

べ
物も

の

は
な

い
」
と
報ほ

う

告こ
く

し
た
。
昨さ

く

年ね
ん

の

県け
ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

料り
ょ
うは

２
８
レ
ア
ル
だ
っ
た
が
、
リ

オ
は
４
０
レ
ア
ル
だ
。

　

そ
の
後ご

、
今こ

年と
し

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

　

コ
ジ
ロ
ー
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

の
ブ
ラ
ジ

ル
情

じ
ょ
う

報ほ
う

誌し

「
ピ
ン
ド
ラ
ー
マ
」

２
月が

つ

号ご
う

が
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
た
。

　

お
お
う
ら
と
も
こ
さ
ん
に

よ
る
「
ブ
ラ
ジ
ル
美び

術じ
ゅ
つの
逸い

っ

品ぴ
ん

」
で
は
、「
カ
イ
サ
ー
ラ

（
海う

み

辺べ

の
住

じ
ゅ
う

人に
ん

）
の
画が

家か

」

と
称し

ょ
う

さ
れ
た
画が

家か

ベ
ネ
ジ
ッ

ト・カ
リ
ス
ト
が
描か

い
た
「
カ

ル
モ
平へ

い

野や

の
氾は

ん

濫ら
ん

」
を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
い
る
。
な
お
、
同ど

う

作さ
く

品ひ
ん

は
現げ

ん

在ざ
い

、
メ
ト
ロ
・
ル
ス
駅え

き

近ち
か

く
の
州

し
ゅ
う

立り
つ

ピ
ナ
コ
テ
カ
美び

術じ
ゅ
つ

館か
ん

で
鑑か

ん

賞し
ょ
うで
き
る
。

　

そ
の
他ほ

か

「
ブ
ラ
ジ
ル
版ば

ん

百
ひ
ゃ
く

人に
ん

一い
ち

語ご

」
や
「
ク
ラ
ッ
キ
列れ

つ

伝で
ん

」
な
ど
の
人に

ん

気き

シ
リ
ー
ズ

や
、
イ
ベ
ン
ト
、
飲い

ん

食し
ょ
く

店て
ん

、

求き
ゅ
う

人じ
ん

情じ
ょ
う

報ほ
う

な
ど
も
掲け

い

載さ
い

。

　

本ほ
ん

書し
ょ

は
日に

っ

系け
い

書し
ょ

店て
ん

、
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

店て
ん

な
ど
で
配は

い

布ふ

中ち
ゅ
う。
問と

い
合あ

わ
せ
は
同ど

う

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・３
２
７
７
・４
１

２
１
）
ま
で
。

　

同ど
う

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

に
よ
る
ブ
ラ
ジ
ル

生せ
い

活か
つ

必ひ
っ

携け
い

の
書し

ょ

『
楽ら

く

々ら
く

サ
ン

パ
ウ
ロ
』
最さ

い

新し
ん

刊か
ん

も
、
引ひ

き

続つ
づ

き
好こ

う

評ひ
ょ
う

発は
つ

売ば
い

中ち
ゅ
うだ
。

県
けん

連
れん

代
だい

表
ひょう

者
しゃ

会
かい

議
ぎ

令
れい

和
わ

初
はつ

の天
てん

皇
のう

誕
たん

生
じょう

日
び

盛
せい

大
だい

に日
に っ

系
け い

五
ご

団
だん

体
たい

（７） ２０２０年第５４２４号  ２月 ８日 （土曜日）

「
ピ
ン
ド
ラ
ー
マ
」

２
月が

つ

号ご

う

配は

い

布ふ

中ち
ゅ
う

　

本ほ
ん

紙し

ポ
語ご

版ば
ん

姉し

妹ま
い

紙し

の
ジ

ョ
ル
ナ
ル
・
ニ
ッ
パ
キ
紙し

に

よ
れ
ば
、
祝

し
ゅ
く

賀が

会か
い

の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
、
文ぶ

ん

協き
ょ
うの
福ふ

く

原は
ら

カ
ル
ロ
ス
第だ

い

７
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
うは
、

「
還か

ん

暦れ
き

は
日に

本ほ
ん

で
大だ

い

事じ

な
節ふ

し

目め

の
年と

し

。
そ
こ
で
い
つ
も
と

違ち
が

う
特と

く

別べ
つ

な
催も

よ
お
し
を
す
る
こ

と
に
な
っ
た
」
と
語か

た

る
。

当と
う

日じ
つ

、
市し

立り
つ

劇げ
き

場じ
ょ
うで
は
式し

き

り
会か

い

場じ
ょ
う

を
広ひ

ろ

げ
る
点て

ん

に
関か

ん

し
、
長な

が

崎さ
き

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
川か

わ

添ぞ
え

博ひ
ろ
し

会か
い

長ち
ょ
う

が
疑ぎ

問も
ん

を
呈て

い

し

た
。「
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

者し
ゃ

を
こ
れ
以い

上
じ
ょ
う

増ふ

や
し
て
も
県け

ん

人じ
ん

会か
い

に
は
メ

リ
ッ
ト
が
な
い
。
長な

が

崎さ
き

チ
ャ

ン
ポ
ン
を
作つ

く

る
の
は
現げ

ん

状
じ
ょ
う

の
１
１
０
０
食し

ょ
く

が
精せ

い

い
っ
ぱ

い
。
１
３
０
０
食

し
ょ
く

作つ
く

れ
と

言い

わ
れ
て
も
応お

う

じ
ら
れ
な

い
。
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
を
や
る
に
は

５
０
０
万ま

ん

レ
ア
ル
近ち

か

い
お
金か

ね

が
動う

ご

く
。
に
も
関か

か

わ
ら
ず
、

県け
ん

連れ
ん

に
残の

こ

っ
た
利り

益え
き

は
わ
ず

か
数す

う

万ま
ん

レ
ア
ル
。
規き

模ぼ

を
拡か

く

大だ
い

す
る
の
で
な
く
、
大お

お

き
さ

は
そ
の
ま
ま
で
利り

益え
き

を
残の

こ

す

た
め
の
工く

夫ふ
う

を
も
っ
と
す
る

べ
き
で
は
」
と
提て

い

言げ
ん

し
た
。

　

広ひ
ろ

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
吉よ

し

広ひ
ろ

ロ
ベ

ル
ト
貞さ

だ

夫お

会か
い

長ち
ょ
うは
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

が
支し

払は
ら

う
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
出

し
ゅ
っ

展て
ん

費ひ

用よ
う

が
、
毎ま

い

年と
し

ど
れ
ぐ
ら
い
増ふ

え
て
い
る
か
を
表ひ

ょ
う

に
し
て

説せ
つ

明め
い

し
た
。
２
０
１
７
年ね

ん

は
１
万ま

ん

３
１
３
６
レ
ア
ル
、

２
０
１
８
年ね

ん

は
１
万ま

ん

４
０
２

５
レ
ア
ル
、
２
０
１
９
年ね

ん

は

１
万ま

ん

９
１
０
６
レ
ア
ル
と
増ぞ

う

大だ
い

し
て
お
り
、「
お
好こ

の

み
焼や

き
の
値ね

段だ
ん

を
上あ

げ
る
な
ど
で

売う

り
上あ

げ
を
増ふ

や
す
の
は
難

む
ず
か

し
い
。
負ふ

担た
ん

に
耐た

え
切き

れ
な

い
。
再さ

い

考こ
う

し
て
ほ
し
い
」
と

訴う
っ
たえ
た
。

　

山や
ま

田だ

会か
い

長ち
ょ
うは
「
時じ

間か
ん

の
関か

ん

係け
い

で
、
こ
こ
で
は
結け

つ

論ろ
ん

が
出だ

せ
な
い
。
そ
の
点て

ん

は
改あ

ら
た

め
て

１
５
日に

ち

に
、
じ
っ
く
り
と
話は

な

し
合あ

い
ま
し
ょ
う
」
と
締し

め

く
く
っ
た
。

材ざ
い

情じ
ょ
う

報ほ
う

セ
ン
タ
ー
（
住

じ
ゅ
う

所し
ょ

R
ua dos Estudantes, 
1
5
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°andar -Sala 
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P
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、
電で

ん

話わ

＝
０
１
１
・３
２
７
７
・１

１
２
１ / 

９
２
０
０
４
・８

９
９
５(

Ｗ
ｈ
ａ
ｔ
ｓ
Ａ
ｐ

ｐ)

ま
で
問と

い
合あ

わ
せ
を
。

業ぎ
ょ
う

界か
い

３
０
年ね

ん

の
老し

に
せ舗
だ
。
訪ほ

う

日に
ち

就し
ゅ
う

労ろ
う

を
考か

ん
が

え
て
い
る
知し

り

合あ

い
の
若わ

か

い
人ひ

と

が
周ま

わ

り
に
い

た
ら
、
ぜ
ひ
教お

し

え
て
あ
げ
た

ら
？

ア
ル
、
３
０
レ
ア
ル
、
１
２

レ
ア
ル
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

券け
ん

の
購こ

う

入に
ゅ
う

及お
よ

び
詳

し
ょ
う

細さ
い

の
問と

い
合あ

わ
せ
は
文ぶ

ん

協き
ょ
う

事じ

務む

局き
ょ
く（
電で

ん

話わ

１
１
・３
２
０
８
・１
７
５
５

）、又ま
た

は
メ
ー
ル（evento@

bunkyo.org.br

）
ま
で
。

　

演え
ん

奏そ
う

会か
い

後ご

は
、
招

し
ょ
う

待た
い

客き
ゃ
くの

み
の
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

　

ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
女じ

ょ

声せ
い

合が
っ

唱
し
ょ
う

団だ
ん

（
古ふ

る

川か
わ

恵け
い

子こ

代だ
い

表ひ
ょ
う

）
の

「
第だ

い

３
回か

い

演え
ん

奏そ
う

会か
い

」
が
１
５

日に
ち

（
土ど

）
午ご

後ご

３
時じ

半は
ん

か

ら
、
聖せ

い

市し

ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
区く

の
聖せ

い

ヨ
ハ
ネ
教

き
ょ
う

会か
い

（R
u
a 

C
orop

é, 1
0
8

）
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う。
同ど

う

教
き
ょ
う

が
催も

よ
お
さ
れ
る
。

な
る
。

　

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ア
ド
リ
ア

ナ
・
ゲ
ッ
ソ
さ
ん
と
宮み

や

島じ
ま

さ

ん
に
よ
る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
魔ま

笛て
き

・序じ
ょ

曲き
ょ
く」の
連れ

ん

弾だ
ん

曲き
ょ
くを
挟は

さ

み
、

第だ
い

２
部ぶ

が
始は

じ

ま
る
。

　

第だ
い

２
部ぶ

で
は
「
夏な

つ

の
メ
ド

レ
ー
」
と
題だ

い

し
、
夏な

つ

を
テ
ー

マ
に
し
た
「
茶ち

ゃ

つ
み
」「
お

星ほ
し

さ
ま
」「
海う

み

」
な
ど
の
童ど

う

謡よ
う

１
０
曲き

ょ
く

を
発は

っ

表ぴ
ょ
う。
最さ

い

後ご

は

シ
ャ
ン
ソ
ン
曲き

ょ
く

「
ラ
・
メ
ー
ル
」

で
閉へ

い

会か
い

と
な
る
。

　

古ふ
る

川か
わ

代だ
い

表ひ
ょ
うと
松ま

つ

本も
と

乃の

里り

子こ

さ
ん
は
、「
宮み

や

島じ
ま

先せ
ん

生せ
い

が
と
て

も
楽た

の

し
く
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
く

れ
、
メ
ン
バ
ー
と
楽た

の

し
く
歌う

た

っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
聞き

き
に
来き

て
く
だ
さ
い
」
と
来ら

い

場じ
ょ
う
を
呼よ

び
か
け
た
。

　

な
お
、
同ど

う

合が
っ

唱し
ょ
う

団だ
ん

は
新し

ん

メ
ン
バ
ー
を
募ぼ

集し
ゅ
うし
て
い
る
。

隔か
く

週し
ゅ
う

火か

曜よ
う

日び

午ご

後ご

１
時じ

１
５

分ふ
ん

か
ら
２
時じ

間か
ん

、
聖せ

い

ヨ
ハ
ネ

教き
ょ
う

会か
い

の
地ち

下か

で
練れ

ん

習し
ゅ
うし
て
い

る
。
古ふ

る

川か
わ

代だ
い

表ひ
ょ
うは
「
歌う

た

が
好す

き
な
方か

た

、
一い

ち

度ど

見み

に
来き

て
下く

だ

さ
い
」
と
呼よ

び
か
け
て
い
る
。

問と
い

合あ
わ

せ
は
古ふ

る

川か
わ

代だ
い

表ひ
ょ
う（
１
１

・
３
８
１
２
・３
１
３
１
）
ま

で
。
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ANO XXIII  –  Nº 5424 SÃO PAULO, SÁBADO, 8 DE FEVEREIRO DE 2020 R$ 5,00
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